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希 望 と 平 和 の 未 来 を 築 き ま し ょ う 。

よ い 歴 史 と 伝 統 を は ぐ く み

健 康 と 知 識 を 養 い

　　わたしたちの富田林市は、美しい石川のほとりに、古い歴史と伝統を育ててきました。

　この伝統の上に、ひとりひとりの知恵をつみあげ、自然にめぐまれた近代的な都市に

　発展するため、みんなで市民憲章を守りましょう。

自然を守り、緑と太陽にめぐまれた

み ん な 一 つ の 輪 に な っ て

若 い 力 を の ば し

自 由 な 平 等 な 都 市 を 育 て ま し ょ う 。

［制定 昭和４５年１１月３日］

富  田  林  市  民  憲  章

住 み よ い ま ち を つ く り ま し ょ う 。

文 化 財 を 守 り ま し ょ う 。

働 く 喜 び を 知 り ま し ょ う 。
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概　況第１編



世帯数

世帯数

世帯数

世帯数

富田林市消防本部管内概況

位置及び面積

　　当消防本部管内は、大阪府の南東部寄りに位置し、東は奈良県に、西は堺市・大阪狭山

市に、南は河内長野市、北は羽曳野市に接している。

　富田林市は、東西６．４Km、南北１０．１Ｋｍ、面積３９．７２Ｋ㎡で、消防事務委託を受けてい

る太子町は面積１４．１７Ｋ㎡、河南町は面積２５．２６Ｋ㎡、千早赤阪村は面積３７．３０Ｋ㎡で

あり、管内面積は、１１６．４５Ｋ㎡で大阪府総面積の約６．１％を占めている。

千 早 赤 阪 村 人 口 ２，２４８世帯

富 田 林 市 人 口

５，６２７世帯

１０６，５８０人

太 子 町 人 口

４，７５０人

人口及び世帯数
　　令和６年４月1日現在

５２，２２０世帯

１２，７６２人

河 南 町 人 口 １４，７００人 ６，６８０世帯

地勢

　　金剛・和泉両山脈に源を発する石川は、北流して大和川と合流、大阪湾に注いでおり、

  この石川が造った河岸段丘が本市の旧主要市域を構成している。

　　したがって、次の３区域に分けることができる。

（１）　金剛山系の先端をなす東部山地

（２）　羽曳野丘陵地帯

（３）　これらの間を流れるように石川によって形成された中央低地

交通網

　　本市中央部を近鉄南大阪線、それに沿って東側を国道１７０号線、西側を大阪外環状線

がそれぞれ縦断し、西側境界線沿いに南海高野線を有している。

富１



消防本 　　　　　　　　　　　　　　　　　

東経

135° 35́ 48˝

北緯

34° 29́ 42˝

面　積

東西 6.4㎞

南北 10.1㎞

最高 296.5ｍ

最低 35.0ｍ

位　置

広ぼう

海　抜

39.66㎢

消防事務受託業務

○ 太 子 町

○ 河 南 町

○ 千 早 赤 阪 村

39.72
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明治　２２年 ４月 町村制が施行される。

明治　２９年 ８月

大正　　２年 ４月 富田林町消防組を結成

初代消防組頭に西田伝三郎氏就任

昭和　　４年 １０月 第２代消防組頭に辻野新太郎氏就任

昭和　１４年 ４月 富田林町警防団と改める。

警防団長に辻野新太郎氏就任

昭和　１７年 ４月 富田林町が喜志村、新堂村、川西村、錦織村、彼方村、大伴村と

合併する。

昭和　２２年 ７月 富田林町警防団を改め富田林町消防団とする。

消防団長に辻野新太郎氏就任

昭和　２５年 ４月 富田林市制施行

市制施行に伴い、富田林市消防団とする。

昭和　３２年 １月 富田林市と東条村が合併する。

昭和　４０年 ３月 富田林市消防本部（署）を設置

建築構造　　鉄筋コンクリート造り２階建一部塔屋

規　　模 　建築面積３１４．９５㎡　　　延面積５８５．８６㎡

４月 消防本部（署）業務開始。消防長以下２４名で発足

初代消防長に徳田義継氏就任

水槽付消防ポンプ自動車1台配備

１１月 第２代消防長に飯山章夫氏就任

１２月 消防ポンプ自動車１台・救急車１台配備　　

昭和　４１年 ４月

とする。

富田林市火災予防条例制定

富田林市防火協会が設立される。

５月 隣接河内長野市と消防相互応援協定を締結

６月 超短波無線局開設

昭和　４２年 ４月 消防ポンプ自動車（ＢＤ級）日本損害保険協会より寄贈を受け、署に配備

７月 （仮称）赤バイ（２５０ｃｃ）を署に配備

９月 指令車を署に配備

１０月 第３代消防長に幸田治氏就任

昭和　４４年 ４月 消防署にアクアラング隊結成

９月 屈折はしご付消防ポンプ自動車を署に配備

１２月 消防団第６分団消防ポンプ自動車を配備

昭和　４５年 ２月 南部消防ブロック消防相互応援協定締結

（６市４町１村）富田林市・河内長野市・松原市・柏原市・羽曳野市・

藤井寺市・狭山町・太子町・河南町・美原町・千早赤阪村

４月

富田林村と改称

消防本部（署）設置に伴い消防団員条例定数改正、４５０名を３０５名
と

富田林市消防本部・富田林市消防団の沿革

町村制公布のとき発足した富田林村、毛人谷村ほか７ヶ村が今日の
基礎となる。

第４代消防長に木口茂彌氏就任
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昭和　４６年 ３月 消防団第２分団に消防ポンプ自動車を配備

８月 第１５回大阪府消防操法訓練大会に於いて消防団第１０分団優勝

１０月 消防団第３分団に消防ポンプ自動車を配備

１２月

昭和　４７年 １０月 消防団第８分団に消防ポンプ自動車を配備

１２月 太子町及び千早赤阪村の救急業務委託の協定を締結

昭和　４９年 １月 消防団第１分団に消防ポンプ自動車を配備

４月 太子町及び千早赤阪村の救急委託業務の開始

７月

１０月 消防団第１０分団に消防ポンプ自動車を配備

昭和　５０年 １２月 消防団第１６分団に消防ポンプ自動車を配備

昭和　５１年 １１月 水槽付消防ポンプ自動車を署に配備

昭和　５２年 １０月 消防団第５分団に消防ポンプ自動車を配置

１２月 消防本部（署）通信指令室を増設

消防・救急指令装置を配備

消防無線救急波を開局

昭和　５３年 ９月 消防団第１１分団に消防ポンプ自動車を配備

昭和　５４年 ６月 消防本部（署）の事務室・仮眠室を増設

鉄筋コンクリート造２階建　　延べ面積　１９９．５５㎡

広報査察車を署に配備

昭和　５５年 ３月 消防団第７分団に消防ポンプ自動車を配備

１１月 消防団第１５分団に消防ポンプ自動車を配備

昭和　５６年 ４月 消防本部（署）機構改革で２課制実施

庶務課、警防課を設置

広報査察車を署に配備

８月 第３代消防団長に戸谷一雄氏就任

１２月 消防団第１２分団に消防ポンプ自動車を配備

昭和　５７年 ３月 富田林市消防署金剛分署を設置

  建築構造　　鉄筋コンクリート造り２階建

消防本部・消防団が自治省消防庁から消防庁長官表彰旗を受賞

４月 金剛分署業務開始

分署長以下２５名、警備係・救急係２係制

消防職員数は８３名とする。

９月 消防音楽隊発足（隊員２５名）

１２月 はしご付消防ポンプ自動車（３５ｍ級）を金剛分署に配備

昭和　５８年 ７月 マイクロバス（２６人乗り）を本署に配備

１０月 富田林市婦人防火クラブが発足

１２月 救助工作車を本署に配備

水槽付消防ポンプ自動車1台・消防ポンプ自動車1台

救急車1台・査察車1台を配備

第５代消防長に山際正治郎氏就任

第６代消防長に沖田誠一氏就任

  建築面積　３５７．３５㎡　　延面積　 ５７７．９２㎡
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昭和　５９年 ２月 消防団が日本消防協会から竿頭綬を受賞

１０月

昭和　６１年 ４月 富田林市幼年消防クラブが発足

昭和　６２年 １２月 消防団緊急伝達システムを導入、運用開始

昭和　６３年 ４月 消防職員数８７名に増員

平成　元年 １月 マイクロバス（２９人乗）を本署に配備

３月 消防団第１３分団に消防ポンプ自動車を配備

４月 第４代消防団長に北野好夫氏就任

平成　２年 ４月 消防本部（署）に一課を増設（庶務課、予防課、警備課）し

消防職員数８８名とする。

平成　４年 ３月 消防本部庁舎増築（会議室、食堂）工事完成

　建築構造、鉄骨ＡＬＣ造　４階建　　　延面積　７５０．３６㎡

平成　６年 ４月 第７代消防長に北浦忠氏就任

１１月 消防団第１７分団消防ポンプ自動車を配備

平成　７年 １月 阪神・淡路大震災に伴い、兵庫県へ応援派遣を行う。

平成　７年 ４月 消防本部機構改革で４課制実施

　消防総務課・予防課・警備課・救急課

高規格救急車を本署に配備

９月 第３９回大阪府消防操法訓練大会に於いて消防団第１３分団優勝

平成　８年 ４月 消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）導入、設置運用開始

平成　９年 ８月 高規格救急車を金剛分署に配備

９月 自主防災組織発足（南甲田・久野喜台・上佐備・東條・川向）

平成　１０年 ９月 太子町・千早赤阪村の消防事務委託の協定を締結

平成　１１年 ４月 太子町・千早赤阪村の消防事務受託により消防職員数１１９名に増員

平成　１２年 ４月 太子町・千早赤阪村の消防事務委託業務を開始

（太子分署・千早赤阪分署開設）

救助隊運用

９月 第４４回大阪府消防操法訓練大会に於いて消防団第１６分団準優勝

平成　１３年 ４月 第８代消防長に鎌谷健二氏就任

平成　１５年 ４月 富田林市消防本部（署）新消防庁舎竣工

建築構造　　鉄骨鉄筋コンクリート造地下１階　　地上５階　　塔屋２階

富田林市消防本部（署）新消防庁舎業務開始

みなみ大阪トライヤル・プラザ（消防庁舎５階防災センター）開館

平成　１６年 ４月 消防本部（署）機構改革、消防職員数１２３名とする。

第５代消防団長に竹本源一氏就任

平成　１７年 ３月 消防音楽隊解散

４月 第９代消防長に阪口孝男氏就任

１２月 アクアラング隊解散

隣接通報設備・マルチ方式で１１９番運用開始

建築面積　１１４１．７８㎡　　延面積　 ５２６１．２１㎡
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平成　１８年 ３月 第１０代消防長に林昇氏就任

平成　１９年 ４月 第６代消防団長に二口勝之氏就任

平成　２０年 １月 本署ポンプ車を水槽付消防ポンプ自動車に更新

４月 消防職員数１２４名に増員する。

５月 消防団第１６分団新車庫詰所竣工

平成　２１年 ４月 第１１代消防長に石田正人氏就任

９月 第５３回大阪府消防操法訓練大会に於いて、第１分団から第７分団

までの選抜消防団員準優勝

平成　２１年 ９月 大規模災害対応救助資機材を消防本部に配備

平成　２２年 ３月 消防団第５分団新車庫詰所竣工

４月 みなみ大阪トライヤル・プラザ 休館

救急事案に「ＰＡ連携」を導入

５月

８月 富田林市消防団救助資機材搭載型車両導入

平成　２３年 ３月 東日本大震災が発生、緊急消防援助隊の大阪府隊に職員を派遣

４月 第１２代消防長に後藤典明氏就任

緊急消防援助隊資機材を本署に配備

１０月 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）及び救急資機材を消防団全分団へ配備

１１月 消防団救助資機材一式を全分団へ配備

１2月 消防団第１２分団新車庫詰所建替竣工

平成　２４年 ４月 機構改革により消防署２課各５係制とする。

７月 水災用・夜間活動用資機材を消防団全分団へ配備

８月 金剛分署の定置式圧縮空気充填装置(最高29.4ＭＰａ）を更新

９月 全国瞬時警報システム（J-ALERT）を導入

１１月 消防団にAEDトレーナー（訓練用）９セットを配備

平成　２５年 ２月 消防本部敷地内に自家油取扱所（ガソリン15,000ℓ、軽油5,000ℓ

備蓄可能）を整備

平成　２５年 ４月

機構改革により予防課に査察係を新設

１０月 救急隊増隊に向け消防職員１３４人とする。

１１月

平成　２６年 １月 富田林市消防団１００周年記念式典を開催

３月 消防救急無線をデジタル化整備

７月 河南町の消防事務委託の協議を締結

９月

１０月

機構改革により指令課を設置

救急隊１隊増隊及び指揮隊を設置

河南町の消防事務委託業務を開始（河南分署を開設）

定数条例を改正し、消防職員定数１７１人とする。

消防団条例を改正（定数を３０５人から３５０人に増員する。）

通信指令室に「統合型位置情報通知システム」を導入

富田林市消防団ラッパ隊を結成

消防団に方面隊（北・東・南・西）を置く。

消防団に特殊技能隊（重機隊）を設置
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平成　２７年 ２月 金剛分署に配備の高規格救急車を更新

３月 指令室を高機能指令センターへ更新

４月 消防職員実員１６０名体制とする。

消防庁舎５階の防災センターを廃止し、一部を研修施設へ変更

管内の全消防団（富田林市、太子町、河南町、千早赤阪村消防団）が

大規模災害時の協力体制を構築する為、連携協力協議会を設置

１０月 指揮命令体制の強化の為、各分署の課制廃止

平成　２８年 ３月 本署に配備の救助工作車（Ⅱ型）を更新

４月 消防職員実員１６６名体制とする。

熊本地震が発生、緊急消防援助隊の大阪府隊に職員(救急隊）を派遣

８月 消防団活動服を新基準活動服に更新

１０月 消防団第２分団車庫詰所耐震補強工事竣工（完了）

平成　２９年 ３月 本署に配備の高規格救急車を更新

９月

平成　３０年 ３月 消防団第１７分団車庫詰所耐震補強工事竣工（完了）

消防本部・消防団に総務省消防庁より長官表彰竿頭綬を受章

４月 富田林市消防本部ドローン隊運用開始

７月 広島県豪雨災害が発生、緊急消防援助隊の大阪府隊に職員を派遣

平成　３１年 １月 太子分署に配備の搬送車を更新

２月 南河内消防広域化協議会を全会一致により廃止

３月 金剛分署耐震補強工事竣工（完了）

４月 第１３代消防長に京谷倫之介氏就任

令和　 元年 ６月 G２０大阪サミット消防特別警戒に職員を派遣

１０月 千早赤阪分署に配備の高規格救急車を更新

１２月 消防団に総務省消防庁より「消防団等地域活動表彰」を受章

消防活動用無人機「ドローン」１機を導入

令和　  ２年 ４月 第７代消防団長に久保修氏就任

１０月 消防団に女性消防団隊（本団付）を発足

１２月

令和　　３年 １０月 本署に配備の高規格救急車を更新

令和　　４年 ２月 河南分署に配備の高規格救急車を更新

富田林市婦人防火クラブ解散

３月 消防団第１３分団車庫詰所改修工事竣工（完了）

消防団に総務大臣より「総務大臣感謝状」を受章

９月

１０月 第29回全国消防操法大会　小型ポンプ操法の部に出場

１２月 金剛分署に配備の高規格救急車を更新

小型無人機「ドローン」１機を導入（大阪府下消防本部初）

本署に指揮車を配備

本署水槽付消防ポンプ自動車１台を小型水槽・A火災用自動混合装置付消防
ポンプ自動車に更新

本署水槽付消防ポンプ自動車１台を小型水槽付消防ポンプ自動車に更新

第66回大阪府消防操法訓練大会　ポンプ車操法の部及び
小型ポンプ操法の部優勝
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令和　　５年 １月 太子分署に配備の高規格救急車を更新

４月 消防団方面隊を３方面隊に再編

令和　　６年 ２月 消防団に指揮車を配備

３月 消防団第10分団新車庫詰所竣工
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代 在　職　期　間 氏　　　名

初 昭和４０年　４月 ～ 昭和４０年１０月 徳　田　　義　継

2 昭和４０年１１月 ～ 昭和４２年　９月 飯　山　　章　夫

3 昭和４２年１０月 ～ 昭和４５年　３月 　　　 幸　田　　　治

4 昭和４５年　４月 ～ 昭和４6年１１月 木　口　　茂　彌

5 昭和４６年１２月 ～ 昭和４９年　６月 山　際　　正治郎

6 昭和４９年　７月 ～ 平成　６年　３月 沖　田　　誠　一

7 平成　６年　４月 ～ 平成１３年　３月 　　　 北　浦　  　忠

8 平成１３年　４月 ～ 平成１７年　３月 鎌　谷　　健　二

9 平成１７年　４月 ～ 平成１８年　３月 阪　口　　孝　男

10 平成１８年　４月 ～ 平成２１年　３月 林　　　昇

11 平成２１年　４月 ～ 平成２３年　３月 石　田　　正　人

12 平成２３年　４月 ～ 平成３１年　３月 後　藤　　典　明

13 平成３１年　４月 ～ 令和 ６ 年　３月 京　谷　　倫之介

　　　　　　　　歴　代　消　防　長　　　　　　　　（令和6年3月31日現在）
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第２編 総　務



消防本部組織図及び車両配置図　　　　　　　　　＜令和６年３月３１日現在＞

※ST車・・・Small　Tank（スモールタンク）の略称。小型水槽付ポンプ車。　

消防本部

市長

消防団長

消防署

消防総務

予防課

警防第１・２課

指令課

警備救急

本署

金剛分署

太子分署

千早赤阪分署

副団長

特殊技能隊

第１方面隊

第２方面隊

第３方面隊

総務係

消防団係

予防係

査察係

危険物係

警備企画係

救急調整係

指令第１・２係

予防調査第１・２係

警防第１・２係

救助第１・２係

救急第１・２係

金剛警防第１・２係

金剛救急第１・２係

太子警防第１・２係

太子救急第１・２係

千早赤阪警防第１・２係

河南分署
河南警防第１・２係

河南救急第１・２係

第１分団

第２分団

第３分団

第６分団

第５分団

第８分団

第７分団

第１０分団

第１２分団

第１１分団

第１３分団

第１５分団

第１６分団

第１７分団

・指 令 車

・査 察 車

・査 察 車

・指 令 車

・広 報 車

・A火災用自動混合装
置付S T 車 （※）
・S T 車 （※）
・梯子車(15m級）
・救助工作車
・指 揮 車

・搬 送 車
・第１救急車（高規格）

・第２救急車（高規格）

・S T 車 （※）
・S T 車 （予備）
・第３救急車（高規格）

・S T 車 （※）
・第７救急車（高規格）
・指 令 車

団本部

女性消防団隊

・S T 車 （※）
・搬 送 車
・第５救急車（高規格）

・S T 車 （※）
・積 付 車
・第６救急車（高規格）
・指 令 車

富１０



事務分掌
消防本部

　消防総務課

　　総務係

(1)　職員の任免、分限、懲戒、配置、勤務その他人事管理に関すること。

(2)　消防組織の機構、その他重要事項の調査、研究、企画及び調整に関すること。

(3)　消防関係条例、規則及び規程の制定、改廃の手続に関すること。

(4)　渉外事項に関すること。

(5)　職員の研修、教養及び福利厚生に関すること。

(6)　公務災害に関すること。

(7)　所管財産の管理に関すること。

(8)　消防予算、決算に関すること。

(9)　職員の給与等に関すること。

(10)　物品の出納に関すること。

(11)　被服その他貸与品の出納に関すること。

(12)　文書の収受、発送、配布及び管理に関すること。

(13)　表彰に関すること。

(14)　消防本部の公印の管守に関すること。

(15)　消防手帳及び消防公務之証の発行に関すること。

(16)　消防受託業務に関すること。

(17)　消防職員委員会に関すること。

(18)　消防庁舎の管理に関すること。

(19)　本部及び課の総合的な調整に関すること。

(20)　他の課、係に属さないこと。

　　消防団係

(1)　消防団員の教養及び訓練に関すること。

(2)　消防団員の表彰に関すること。

(3)　消防団員の被服に関すること。

(4)　消防団員の公務災害及び退職報償金に関すること。

(5)　消防団員の報酬及び費用弁償に関すること。

(6)　消防団の施設、備品及び資機材の管理に関すること。

(7)　その他消防団に関すること。
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予防課

　予防係
(1)　建築確認に係る同意に関すること。
(2)　消防用設備等の設置及び検査に関すること。
(3)　予防統計に関すること。
(4)　火災予防団体の指導育成に関すること。
(5)　火災予防広報の企画、立案及び消防広報に関すること。
(6)　課の総合的な調整に関すること。

　危険物係
(1)　危険物製造所等の許認可、検査及び指導に関すること。
(2)　危険物施設の査察、保安指導及び違反処理に関すること。
(3)　危険物統計に関すること。
(4)　その他危険物関係法令に基づく届出、検査等に関すること。
(5)　液化石油ガスその他の高圧ガス、劇物、毒物等の届出及び指導に関すること。
(6)　危険物取扱者及び危険物保安監督者の指導育成に関すること。
(7)　危険物保安広報の企画、立案に関すること。
(8)　火薬取締法（昭和25年法律第149号）に関すること。
(9)　高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）に関すること。
(10)　液化石油ガスの保安の確保及び引取の適正化に関する法律（昭和42年法律第149号）
       に関すること。

　査察係
(1)　建築物の査察、消防用設備等に関すること。
(2)　建築物の違反処理に関すること。
(3)　消防関係法令に基づく届出、検査等に関すること（危険物係の所管に属するものを
      除く。）。
(4)　防火管理者の資格講習及び指導に関すること。

警備救急課

　警備企画係
(1)　災害発生時における警備計画の策定に関すること。
(2)　警備計画の調整に関すること。
(3)　消防相互応援協定の締結・調整・企画に関すること。
(4)　緊急消防援助隊出動計画に関すること。
(5)　消火栓及び防火水槽の新設・修繕整備計画に関すること。
(6)　消火栓について水道局との協議に関すること。
(7)　開発行為に係る消防施設の指導、完成検査に関すること。
(8)　消防水利の整備物品に関すること。
(9)　消防通信指令装置の運用及び維持管理に関すること。
(10)　災害情報の収集と連絡に関すること。
(11)  建築物、消防水利等の情報収集に関すること。
(12)　火災気象警報、風水害気象警報発令に関すること。
(13)　消防車両、機械器具の整備計画に関すること。
(14)　災害に関する非常警備配備態勢に関すること。
(15)　救助隊の運用計画に関すること。
(16)　集団災害・大規模災害等特殊災害の大祭・警備計画に関すること。
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(2)　消防通信統制に関すること。

(3)　気象情報の収集及び伝達に関すること。

(4)　指令システムのデータ管理に関すること。

(5)　医療機関その他関係機関の把握及び連絡に関すること。

(6)　消防通信統計に関すること。

(2)　消防水利の調査、管理に関すること。

(3)　消防活動訓練の実施及び職員の教養に関すること。

(4)　警備計画に基づく消防訓練の実施に関すること。

(5)　事業所等の消防訓練指導に関すること。

(6)　警防に係る情報収集に関すること。

(7)　消防車・消防機械器具の整備・保全に関すること。

(8)　署員の当直勤務等に関すること。

(9)　文書に関すること。

(10) 消防署警防第1課及び警防第2課の他の係に属さないこと。

(11) 消防署警防第1課及び警防第2課の総合的な調整に関すること。

(8)　その他救急に関すること。

　指令第１係及び指令第２係

(1)　火災通報の受信及び出動命令に関すること。

　消防署

警防第１課及び警防第２課

　警防第１係及び警防第２係
(1)　水火災等の警戒、防御活動に関すること。

 指令課

(7)　救急業務高度化推進に関すること。

(4)　救急医療機関及びその他関係機関との連絡調整に関すること。

(5)　救急報告に関すること。

(6)　応急手当の啓発活動に関すること。

(23)　課の総合的な調整に関すること。

　救急調整係

(1)　救急業務の実施計画に関すること。

(2)　救急隊員の養成及び教育に関すること。

(3)　救急救命士に関すること。

(22)　その他警備に関すること。

(17)　消防活動の安全管理対策に関すること。

(18)　高速、有料道路の関係機関との協議に関すること。

(19)　幼年の防火教育に関すること。

(20)　自主防災組織に関すること。

(21)　防災関係機関との連絡調整に関すること。
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(1)　防火思想の普及並びに宣伝に関すること。

(3)　建築物の調査に関すること。

(4)　救助機械器具の整備及び保全に関すること。

(2)　救助活動の実施に関すること。

千早赤阪警防第１係及び千早赤阪警防第２係

(6)　火災調査報告に関すること。

(7)　火災統計に関すること。

　金剛警防第１係及び金剛警防第２係（第１１号及び第１２号に掲げる事務を除く。）並びに

太子警防第１係及び太子警防第２係並びに河南警防第１係及び河南警防第２係並びに

(1)　水火災等の警戒、防御活動に関すること。

(5)　救助統計に関すること。

(4)　消防水利の維持管理に関すること。

(5)　消防活動訓練の実施に関すること。

(6)　事業所等の消防訓練指導に関すること。

(7)　消防車の整備に関すること。

(3)　各種災害の受信及び出動命令に関すること。

(1)　救急業務の実施に関すること。

(3)　救助活動訓練の実施に関すること。

(3)　救急技術の研究に関すること。

(4)　救急備品及び薬品の管理に関すること。

　救助第１係及び救助第２係

(7)　救急医療情報に関すること。
(8)　救急搬送の証明に関すること。

(9)　応急手当の指導に関すること。

(5)　救急資器材の配備計画に関すること。

(6)　救急統計及び報告に関すること。

　救急第１係及び救急第２係

(2)　小規模な防火対象物の査察及び指導に関すること。

(4)　火災原因及び損害の調査に関すること。

(5)　り災証明及びその他の証明に関すること。

(9)　気象情報の収集及び伝達に関すること。

(10) 火災の原因及び損害の調査に関すること。

(14) その他警防業務の実施に関すること。

(11) 管内の町村が行う消防団員の教育訓練に対する助言に関すること。

(12) 管轄地域の町村役場との連絡調整等に関すること。

(13) 小規模な防火対象物の査察及び指導に関すること。

(8)　消防機械器具の整備保全に関すること。

　予防調査第１係及び予防調査第２係

(1)　救助活動の実施に関すること。

(2)　水難救助活動に関すること。

(2)　救急車の整備に関すること。
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(1)　救急業務の実施に関すること。

　金剛救急第１係及び金剛救急第２係（第１１号及び第１２号に掲げる事務を除く。）並びに

太子救急第１係及び太子救急第２係並びに河南救急第１係及び河南救急第２係並びに

千早赤阪警防第１係及び千早赤阪警防第２係

(5)　救急訓練指導に関すること。

(6)　救急医療情報に関すること。

(7)　救急搬送の証明に関すること。

(2)　救急車の整備に関すること。

(3)　救急技術の研究に関すること。

(4)　救急備品及び薬品の管理に関すること。
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○管内消防庁舎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            電話　0721-72-1755

　大阪府富田林市甲田一丁目７番１号 　大阪府富田林市高辺台二丁目１番１号

　　 電話　0721-23-0119（代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　 〒585-0055

消防署　金剛分署消防本部・消防署
　〒584-0036 　〒584-0072

　 　電話　0721-98-3299

                                   　　消防署　千早赤阪分署

　〒583-0992

　大阪府南河内郡太子町大字山田８８番地

消防署 太子分署 消防署 河南分署

　大阪府南河内郡千早赤阪村大字東阪７７番地の１

　　  電話　0721-2９-0119

　電話　0721-90-3119

　大阪府南河内郡河南町大字白木１２７９番地の１

　〒585-0014
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501,612

1

14

19,789

消防施設費

13
15

262
26

32

8

（単位：千円）

0

5

26

20

1

1,623,681 3.84% 14,510

1,648,903 3.85% 15,397

計

94,387

1,474,034 67,391 107,478

1,882,006 66,276 160,864

国　庫
支出金

1,071,882

1,058,599

50.77%1,070,738

３１歳～３５歳

1

14
82

２０歳～２５歳

人口１人当りの消防
費（円）

割合
(Ｂ)／(Ａ)

Ｒ０3年度

Ｒ０4年度

地方債

非常備消防費

消防費
（Ａ）

66,845

13

1,648,903 29,591

1,623,681 510,492

消防
副士長

　階　級

常備消防費

消防費当初予算の内訳
区　分

Ｒ０3年度 1,462,449

区　分
内　　　　　　　　訳

消防費財源内訳（当初予算）

府支出金

当初予算

消防費
（千円）

市一般会計に
対する消防費
の割合　（％）

2,109,146

区　　分

Ｒ０5年度 4.81%43,886,000

Ｒ０3年度 42,265,000

市一般会計
（千円）

Ｒ０4年度 42,779,000

Ｒ０4年度

Ｒ０5年度

35,300

5,831 53,300

6,007

消防司令 消防士

その他

0

（単位：千円）

一般財源
（Ｂ）

消防監
消　防
司令長

66.02%

64.20%

消　防
士　長

消　防
司令補

Ｒ０5年度

職員の年齢 〇市役所出向1名除く　　　　＜令和6年3月3１日現在＞

507,8512,109,146

4

524,500

３６歳～４０歳

２６歳～３０歳
3

6,057

年　齢
１８歳～１９歳

〇市役所出向1名除く　　　　　＜令和6年3月3１日現在＞

消防司令

23

消防監
消　防
司令長

43

消　防
司令補

52

7

48

1

消防
副士長

7
4

5

消　防
士　長

３５年以上（再任用含む） 1 3
12

2
２０年～２５年未満

14

1

41

計

22
20

1

61
82

16423計 1 6 24 37 12

５１歳～５５歳 6
４６歳～５０歳

1

2
４１歳～４５歳 19 10

3 2
16 8
3

2５６歳～６０歳

職員の勤続状況

年　齢

3

58

２５年～３０年未満
3 5３０年～３５年未満 3

20 7

1
2

再任用
61372461計

10５年～１０年未満
１０年～１５年未満

　階　級

8 1 18
32

12

　

消防士

26

164
23

9

14
１５年～２０年未満

1
22

36 31

1 8
5

平均年齢（再任用除く）

５年未満

富１７



45,836富田林-1,002富田林

太子

富田林 -608

-101 河南町 6,413

富田林

858.4

59,254

363.5

140,812 合計 -1,502 合計

1,926

361.2858.6

合計

1,932

59,229

千早赤阪

5,057

河南町 6,404

太子 5,060

107,089

-67 千早赤阪

107,697

45,855

164令和３年

千早赤阪

富田林

千早赤阪 4,819

合計

河南 15,459 河南町

太子 12,837

世　帯　数

23

（※4）府立消防学校初任教育生1名含む　　（※5）大阪府庁派遣者1名含む　　　　　　　

管轄内人口職員数
職員一人当り

＜令和６年３月３１日現在＞

10 24

世帯数
増　　減

167
（内3名兼任）

人口

（※1）理事・消防署長・指令課長兼任　（※2）予防課長兼任　（※3）次長代理・消防副署長・警備救急課長兼任　　

37

令和４年 163

富田林

8

1（※1） 2

1（※2）

4
（内再任用1名）

11

2 8

5

56

20

3

合計 1

2

60

20

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

0

1

1（※2）

1

4

1 1（※4）1 2 2 8

消
防
本
部

次長

予防課

理事

3（※5）
（内再任用1名）

0

2

消防長

次長代理

 1（※1）

本署

3

太子分署

消防総務課

警備救急課

10

6

１（※1）

金剛分署

2 2

1（※3）

指令課

2

10
（内再任用1名）

5

2

8

1

8

2

3

1219
（再任用2名）

8
（再任用1名）

2

2

1

令和５年 164

合計 -1,135 合計

11

1

12

201

管轄区域内、消防職員一人当り人口・世帯数の割合

消
防
署

35

消防署長

千早赤阪分署 2

河南分署

4

2

河南町 -658 河南町 6,680

千早赤阪

-90

太子 -172 太子

合計 -885

-238

合計 139,927

太子 12,728

河南 15,358 河南町

千早赤阪 4,752 千早赤阪

-109

846.3 407.2

太子 12,762 太子 34 太子 5,627

河南 14,700

66,775

富田林 106,580 富田林 -509 富田林 52,220

4,750 千早赤阪 -2 千早赤阪 2,248

合計 138,792

消防職員配置状況

1（※3） 0

　　　　　〇市役所出向１名除く　　　　　　　　　　　　　　＜令和６年３月３１日現在＞

　　　　　　　　　　　　　階
級

所属

計
消
防
士

消
防
副
士
長
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職員の免許・資格取得状況 〇市役所出向１名除く　

消防監
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　 防
士 　長

消　防
副士長

消防士 計

1 6 24 37 61 12 23 164

5 21 26 27 2 1 82

3 16 3 2 24

1 1 3 8 14 2 29

2 2

4 5 19 28

［普　通］ 2 10 12 22 2 1 49

［ 大 型 ］ 1 7 9 11 1 29

0

3 13 17 17 50

3 11 21 41 12 17 105

甲　種 1 1

乙　種 1 1 14 10 14 2 1 43

丙　種 0

甲　種 1 1 1 3

乙　種 1 1 1 1 4

1 1 3 3 2 10

1 1 4 3 2 11

1 1 3 1 3 9

1 1 2

2 12 11 11 36

甲　種 0

丙　種 0

8 4 5 17

1 1

［ガ　ス］ 1 2 2 5

［アーク］ 0

2 10 11 8 2 33

2 3 5 1 11

4 10 10 7 31

2 6 17 27 4 4 60

4 3 7

6 4 1 11

1 3 1 5

二 級 整 備 士

第 ２ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

第 ３ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

ガス溶接作業主任者

酸欠・硫化水素危険物作業主任者

特 定 化 学 物 質 等 作 業 主 任 者

潜 水 士

危 険 物 取 扱 者

消 防 設 備 士

予 防 技 術 資 格 者 （ 危 険 物 ）

予 防 技 術 資 格 者 （ 設 備 ）

予 防 技 術 資 格 者 （ 査 察 ）

第 １ 種 衛 生 管 理 者 免 許

玉 掛 ・ ク レ ー ン 技 能 講 習

高圧ガス保安責任者

小 型 船 舶 操 縦 士

毒 劇 物 取 扱 責 任 者

＜令和６年３月３１日現在＞

　　　　　　　　　　　階 級 別
種　別

職　　員　　数

自
動
車
運
転
免
許

二 輪 免 許

大 型 免 許

中 型 免 許

中 型 免 許 （ 8 ｔ 限 定 ）

準 中 型 免 許

普 通 免 許

救 急 救 命 士

防 災 士

被災建築物応急危険度判定士

小型車両系建設機械運転(特別教育)
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職員研修派遣状況

並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与の実施に係る追加講習

　　　　　　　　　　　　 　　年度
種別

救急救命士処置拡大追加講習※ 0

潜水士

救急救命士

特殊無線技師

救急救命士ビデオ喉頭鏡講習

救急救命士薬剤投与追加講習

梯子車技術講習

6初任教育

救急科

救助科

クレーン・玉掛講習

R5
年度

0

大
阪
府
立
消
防
学
校

2

1

0

0

0

0

2

2

各種実務型受託研修（大阪市消防局）

各種実務型受託研修（堺市消防局）

15

0

2

0

0

専
科
教
育

幹
部
教
育

初級幹部科

中級幹部科

上級幹部科

警防科

特殊災害科

予防科（防火査察）

予防科（消防設備）

予防科（危険物）

0

5

火災調査科

1

0

2

4

Ｈ26
年度

Ｈ27
年度

Ｈ28
年度

Ｈ29
年度

Ｈ30
年度

Ｒ１
年度

Ｒ２
年度

Ｒ3
年度

R4
年度

4 8 3 2 3 2 4 8 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 0 0 0 0

1 1 1 0 1 0 2 2 2

0 2 0 1 0 1 0 1 1

0 2 0 0 0 0 0 1 1

0 0 2 2 1 1 2 1 1

19 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 2 1 1 2 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 1 0 0 1 1 1 1

0 1 1 1 1 1 0 1 1

2 3 3 3 2 2 1 2 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 3 2 1 1 1 3 0 0

0 1 1 1 1 1 1 1 0

0 0 3 0 0 0 0 0 0

5 1 5 0 2 0 0 5 5

9 4 4 0 0 0 0 0 0

7 10 9 8 8 8 11 6 12

※救急救命士処置拡大追加講習・・・心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定

2 4 4 2 2 0 0 0 0
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種　類 登録番号 車名 登録年月 備考等

指 令 車 和 泉 800 す 754 ト ヨ タ 平 成 17 年 11 月 消防総務課

後 方 支 援 車 和 泉 483 あ 9046 ダ イ ハ ツ 令 和 5 年 2 月 消防総務課

査 察 車 和 泉 480 つ 6430 ダ イ ハ ツ 平 成 29 年 7 月 予防課

査 察 車 和 泉 502 の 9905 ニ ッ サ ン 令 和 ４ 年 ３ 月 予防課

指 令 車 和 泉 800 す 7984 ト ヨ タ 平 成 29 年 7 月 予防課

広 報 車 和 泉 480 ち 5144 ダ イ ハ ツ 平 成 28 年 5 月 警備救急課

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 834 ま 119 日 野 令 和 ２ 年 １ ２ 月 １,３００ℓ

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 834 み 119 日 野 令 和 ２ 年 １ ２ 月 １,３００ℓ

梯 子 車 和 泉 830 た 845 三 菱 令 和 6 年 3 月 １５ｍ級ポンプ付

救 助 工 作 車 和 泉 834 と 119 日 野 平 成 28 年 3 月 Ⅱ型

指 揮 車 和 泉 800 す 7794 ト ヨ タ 平 成 29 年 3 月

搬 送 車 和 泉 800 さ 2754 日 野 平 成 12 年 9 月

第 １ 救 急 車 和 泉 834 め 119 ト ヨ タ 令 和 3 年 10 月 高規格

第 2 救 急 車 和 泉 834 に 119 ト ヨ タ 平 成 29 年 1 月 高規格

予 備 救 急 車 和 泉 833 や 119 ト ヨ タ 平 成 25 年 11 月 高規格

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 833 ま 119 日 野 平 成 25 年 3 月 ８００ℓ

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 832 ね 119 日 野 平 成 20 年 １ 月 ９００ℓ（予備）

第 ３ 救 急 車 和 泉 834 や 119 ト ヨ タ 令 和 ４ 年 12 月 高規格

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 800 す 4309 日 野 平 成 22 年 3 月 ６００ℓ

第 ７ 救 急 車 和 泉 834 も 119 ト ヨ タ 令 和 4 年 2 月 高規格

指 令 車 和 泉 880 あ 1652 ス ズ キ 平 成 26 年 12 月

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 800 す 7638 日 野 平 成 28 年 11 月 ８００ℓ

搬 送 車 和 泉 880 あ 2248 ダ イ ハ ツ 平 成 31 年 1 月

第 ５ 救 急 車 和 泉 834 ゆ 119 ト ヨ タ 令 和 ５ 年 １ 月 高規格

S　　　T　　　車　（※） 和 泉 800 す 7191 日 野 平 成 27 年 12 月 ７００ℓ

第 ６ 救 急 車 和 泉 834 ほ 119 ト ヨ タ 令 和 元 年 10 月 高規格

指 令 車 和 泉 880 あ 1073 ス ズ キ 平 成 22 年 4 月

積 付 車 和 泉 800 あ 1355 ダ イ ハ ツ 平 成 24 年 12 年

ホ ン ダ 平 成 24 年 3 月 ベンリー

ホ ン ダ 平 成 24 年 3 月 ベンリー

ヤ マ ハ 平 成 24 年 12 年 ＧＥＡＲ

ヤ マ ハ 平 成 24 年 12 月 ＧＥＡＲ

※ST車・・・Small　Tank（スモールタンク）の略称。小型水槽付ポンプ車。

河南分署 原動機付自転車　1台

本　　署

太子分署 原動機付自転車　1台　

車　　両　　配　　置　　状　　況　　
＜令和６年３月３１日現在＞

金剛分署

原動機付自転車　2台

原動機付自転車　２台

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
署

消
　
防
　
本
　
部

本
　
　
署

千
早
赤
阪
分
署

太
子
分
署

河
南
分
署

金
剛
分
署

富２１



第３編 消防団



※特殊技能を有する

分団員から構成

副団長

特殊技能隊

副団長

副団長

消防団長 1名

団員数

団本部

消防団長

副団長

副団長

副団長

第２方面隊

第１３分団 14名

25名

16名

第１２分団 16名

第１５分団

第１１分団

第３方面隊

28名

第８分団 22名

第１０分団 32名

第３分団 18名

第５分団 19名

第７分団

325名

女性消防団隊
（団員）

（11名）

女性消防団隊

団　　　員

合計

部　　　長

班　　　長

39名

61名

副分団長

6名

分　団　長

副　団　長

14名

23名

170名

第１７分団 20名

第１６分団 28名

消  防  団  組  織  図

第１分団 23名

16名市　長

＜令和６年３月３１日現在＞

第１方面隊

第２分団

第６分団 30名

富２２



6分団

喜
志
駅

外

環

状

線
5分団

3分団

2分団

7分団

8分団

分
団

16

13分団

11
分
団

10分団

12分団

15分団(須賀)

消防本部

消防署

富
田
林

西
口
駅

富
田
林
駅

川
西
駅

17分団

滝
谷

不
動

駅

千
早
赤
阪
村

千早赤阪分署

河南分署

金剛分署

太子分署
太子町

河
南
町

大
阪
狭
山
市

堺市美原区

羽曳野市 国道170号線

管内図

凡 例

消防本部

消防分署

消防団詰所

道 路

市町村界

電 車

15分団(伏山)

1分団

6分団

喜
志
駅

外

環

状

線
5分団

3分団

2分団

7分団

8分団

分
団

16

13分団

11
分
団

10分団

12分団

15分団(須賀)

消防本部

消防署

富
田
林

西
口
駅

富
田
林
駅

川
西
駅

17分団

滝
谷

不
動

駅

千
早
赤
阪
村

千早赤阪分署

河南分署

金剛分署

太子分署
太子町

河
南
町

大
阪
狭
山
市

堺市美原区

羽曳野市 国道170号線

管内図

凡 例

消防本部

消防分署

消防団詰所

道 路

市町村界

電 車

15分団(伏山)

1分団

富２３



分 団 名 種 別 車 種
ポ ン プ 車 購 入
年 月 日

可搬式
小型ポンプ

可搬式小型ポンプ
購入年度

本 団 救助資 Ｉ Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ 平 成 22 年 8 月 20 日 Ｂ－２級 平 成 ２ ２ 年

本 団 指揮車 ニ ッ サ ン 令 和 6 年 2 月 27 日

第 １ 分 団 CD-Ⅰ型 日 野 平成19年11月20日 C－１級 平 成 ２ ６ 年

第 ２ 分 団 CD-Ⅰ型 日 野 令 和 5 年 6 月 28 日 C－１級 平 成 ２ ５ 年

第 ３ 分 団 CD-Ⅰ型 三 菱 平 成 18 年 2 月 23 日 C－１級 平 成 ２ ４ 年

第 ５ 分 団 CD-Ⅰ型 日 野 平 成 24 年 10 月 4 日 C－１級 平 成 ２ ７ 年

第 ６ 分 団 CD-Ⅰ型 日 野 令 和 5 年 9 月 26 日 C－１級 平 成 ３ ０ 年

第 ７ 分 団 CD-Ⅰ型 Ｉ Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ 平成22年10月22日 C－１級 令 和 ５ 年

第 ８ 分 団 CD-Ⅰ型 Ｉ Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ 平 成 19 年 2 月 27 日 C－１級 平 成 ２ ８ 年

第１０分団 CD-Ⅰ型 Ｉ Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ 平成20年12月11日 C－１級 平 成 ２ ９ 年

第１１分団 CD-Ⅰ型 日 野 平成24年10月25日 C－１級 令 和 ３ 年

第１２分団 CD-Ⅰ型 日 野 平成24年10月25日 C－１級 令 和 ４ 年

第１３分団 CD-Ⅰ型 Ｉ Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ 平成15年11月27日 C－１級 令 和 元 年

第１５分団 CD-Ⅰ型 三 菱 平成23年11月15日 C－１級 平 成 ２ ３ 年

〃 搬送車 マ ツ ダ 平 成 19 年 8 月 28 日 C－１級 令 和 ２ 年

第１６分団 CD-Ⅰ型 日 野 平 成 21 年 8 月 28 日 C－１級 平 成 ２ １ 年

消防団機械配置状況

＜令和６年３月３１日現在＞

富２４



小

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

18 ～ 19 0

20 ～ 25 8 1 7

26 ～ 30 11 11

31 ～ 35 9 9

36 ～ 40 23 1 22

41 ～ 45 45 1 1 1 7 35

46 ～ 50 64 2 4 16 42

51 ～ 55 70 3 4 11 19 33

56 ～ 60 61 2 4 9 12 14 20

61 ～ 65 27 1 5 7 10 3 1

66 歳 以 上 7 1 3 1 1 1

合 計 325 1 6 14 23 39 61 181

年齢別・階級別消防団員数

＜令和６年３月３１日現在＞

富２５



団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 計

本　　部 1 6 11 18

第1分団 1 2 3 4 13 23

第2分団 1 2 1 3 9 16

第3分団 1 2 2 3 10 18

第5分団 1 1 3 4 10 19

第6分団 1 2 4 4 19 30

第7分団 1 2 4 7 14 28

第8分団 1 1 4 5 11 22

第10分団 1 2 3 7 19 32

第11分団 1 1 2 3 9 16

第12分団 1 2 2 3 8 16

第13分団 1 1 2 2 8 14

第15分団 1 2 2 8 12 25

第16分団 1 2 4 5 16 28

第17分団 1 1 3 3 12 20

特殊技能分団 (0 ) ( 2) (1 ) ( 3) ( 4) ( 5) (6 ) (21 )

合　　計 1 6 14 23 39 61 181 325

計 5年未満
　5年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上

本　　部 18 11 0 0 1 0 2 4

第1分団 23 2 3 2 7 5 2 2

第2分団 16 3 2 2 4 4 1 0

第3分団 18 0 4 3 4 0 3 4

第5分団 19 4 5 5 1 3 1 0

第6分団 30 8 9 7 4 1 1 0

第7分団 28 3 6 7 8 1 0 3

第8分団 22 7 2 3 4 3 3 0

第10分団 32 10 8 7 3 4 0 0

第11分団 16 3 3 2 5 3 0 0

第12分団 16 6 3 1 4 2 0 0

第13分団 14 2 2 2 0 2 1 5

第15分団 25 5 5 2 1 5 6 1

第16分団 28 6 5 6 2 7 1 1

第17分団 20 4 5 3 3 3 0 2

特殊技能分団 (21) (1) (0) (5) (4) (4) (2) (5)

合　　計 325 74 62 52 51 43 21 22

　　　　　　　消防団階級別人員配置状況　　　　　　＜令和６年３月３１日現在

　　　　　　　在職年数別消防団員数　　　　　　＜令和６年３月３1日現在

富２６



第４編 予　防



富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 総計

新　　築 190 5 5 1 201

増　　築 6 1 7

改　　築 0

用途変更 0

計画変更 0

合　　計 196 5 6 1 208

建築確認等の同意　　　　　　＜令和６年３月３１日現在＞

申請項目
消防同意数

0

50

100

150

200

250

富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村

消防同意数

新 築

増 築

改 築

用途変更

計画変更

合 計

富２７



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階

以
上

イ 劇場・映画館等 3 3 3

ロ 公会堂・集会場 25 25 23 3

イ
キャバレー・カフェー・
ナイトクラブ等

ロ 遊技場・ダンスホール 4 4 4

ハ 風俗店等

二 個室型店舗 1 1 1

イ 待合・料理店等

ロ 飲食店 61 48 43 1

百貨店・マーケット等 103 81 70 3 2

イ 旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等 7 7 7 3 3

ロ 寄宿舎、下宿・共同住宅 1059 437 414 144 95 272 22 14 16 12 16 5 2 4 3

イ 病院・診療所・助産所 41 15 15 6 3 2 1

ロ 福祉施設等 75 72 70 11 10 2

ハ 6項ロ以外の福祉施設等 146 54 50 9 1 1

二 幼稚園・特別支援学校 28 25 25

小・中・高等学校・大学等 129 125 125 53 18 4

図書館・博物館・美術館等 1

イ
蒸気浴場・熱気浴場等
の公衆浴場 1 1 1

ロ 9項イ以外の公衆浴場

車両の停車場・船舶、
航空機の発着場 2

神社・寺院・教会等 26 21 20 2 1

イ 工場・作業場 394 56 52 50 12 3 3

ロ
映画スタジオ・テレビス
タジオ

イ
自動車車庫・ 駐車
場 22 9 9 1

ロ
飛行機・回転翼航空機
の格納庫

倉庫 173 18 15 16 1
前各項に該当しない
事業場 191 95 90 32 7 5 1 1 1

イ 複合用途防火対象物 186 107 76 49 23 19 3 5 1 1 4

ロ
16項イ以外の複合用
途防火対象物 98 22 19 26 11 15 2 3 1 1

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物 6 1 1
延長50m以上のアー
ケード

市町村の指定する山林

消防法施行規則で定
める舟車

2782 1227 1133 409 185 322 33 24 20 13 20 6 2 0 4 3

5

16

16の2

6

防火対象物及び中高層建築物の現況（富田林市）
階　層　別 対

象

物

防火管理者 階　層　別　の　棟　数
選

任

義

務

選

任項　　　別

1

2

3

4

16の3

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

合　　　　計

富２８



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階

以
上

イ 劇場・映画館等

ロ 公会堂・集会場 2 2 2

イ
キャバレー・カフェー・
ナイトクラブ等

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 風俗店等

二 個室型店舗

イ 待合・料理店等 1 1 1

ロ 飲食店 4 4 1

百貨店・マーケット等 12 8 5

イ 旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等

ロ 寄宿舎、下宿・共同住宅 61 2 2 8 5 1

イ 病院・診療所・助産所 1

ロ 福祉施設等 9 7 7 2 1

ハ
6項ロ以外の福祉施設
等 18 7 6 1

二
幼稚園・特別支援
学校 2 2 2
小・中・高等学校・大
学等 14 14 14 4 1
図書館・博物館・美術
館等 1 1 1

イ
蒸気浴場・熱気浴場等
の公衆浴場

ロ 9項イ以外の公衆浴場

車両の停車場・船舶、
航空機の発着場

神社・寺院・教会等 2

イ 工場・作業場 45 1 1 2

ロ
映画スタジオ・テレビス
タジオ

イ
自動車車庫・ 駐車
場 2

ロ
飛行機・回転翼航空機
の格納庫

倉庫 22 2 2 1
前各項に該当しない
事業場 25 8 4 5 1

イ 複合用途防火対象物 14 4 2 5 1 1

ロ
16項イ以外の複合用
途防火対象物 9 1 1 2 2

地下街

準地下街

重要文化財等の建造
物 4 2 2
延長50m以上のアー
ケード
市町村の指定する山
林
消防法施行規則で定
める舟車

248 66 53 30 11 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5

16

16の2

6

防火対象物及び中高層建築物の現況（太子町）
階　層　別 対

象

物

防火管理者 階　層　別　の　棟　数
選

任

義

務

選

任項　　　別

1

2

3

4

16の3

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

合　　　　計

富２９



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階

以
上

イ 劇場・映画館等

ロ 公会堂・集会場 4 4 4

イ
キャバレー・カフェー・
ナイトクラブ等

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 風俗店等

二 個室型店舗

イ 待合・料理店等

ロ 飲食店 5 3 2 1

百貨店・マーケット等 15 9 7

イ 旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等 20 20 20

ロ 寄宿舎、下宿・共同住宅 71 4 4 26 5 2 1

イ 病院・診療所・助産所 3 2 2 2

ロ 福祉施設等 6 6 6 2 1

ハ
6項ロ以外の福祉施設
等 24 8 8 2

二
幼稚園・特別支援
学校 2 2 2
小・中・高等学校・大
学等 39 39 38 8 11 2 4 2 2
図書館・博物館・美術
館等 1 1 1

イ
蒸気浴場・熱気浴場等
の公衆浴場

ロ 9項イ以外の公衆浴場 1 1 1
車両の停車場・船舶、
航空機の発着場

神社・寺院・教会等 8 3 1

イ 工場・作業場 45 6 6 3 1

ロ
映画スタジオ・テレビス
タジオ

イ
自動車車庫・ 駐車
場 2

ロ
飛行機・回転翼航空機
の格納庫

倉庫 26 10 8 2
前各項に該当しない
事業場 21 8 6 2 1

イ 複合用途防火対象物 19 14 10 9

ロ
16項イ以外の複合用
途防火対象物 10 2 1 2 1

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物 3 3 3 1
延長50m以上のアー
ケード

市町村の指定する山林

消防法施行規則で定
める舟車

325 145 130 60 20 4 4 3 2 0 0 0 0 0 0 0

5

16

16の2

6

防火対象物及び中高層建築物の現況（河南町）
階　層　別 対

象

物

防火管理者 階　層　別　の　棟　数
選

任

義

務

選

任項　　　別

1

2

3

4

16の3

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

合　　　　計

富３０



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階

以
上

イ 劇場・映画館等

ロ 公会堂・集会場 1 1 1 1

イ
キャバレー・カフェー・
ナイトクラブ等

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 風俗店等

二 個室型店舗

イ 待合・料理店等

ロ 飲食店 3 3 2

百貨店・マーケット等 1 1

イ 旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等 1

ロ 寄宿舎、下宿・共同住宅

イ 病院・診療所・助産所

ロ 福祉施設等 3 1 1 1

ハ 6項ロ以外の福祉施設等 11 4 4

二 幼稚園・特別支援学校

小・中・高等学校・大学等 13 13 13 4 1

図書館・博物館・美術館等 1

イ
蒸気浴場・熱気浴場等
の公衆浴場

ロ 9項イ以外の公衆浴場

車両の停車場・船舶、
航空機の発着場

神社・寺院・教会等 2

イ 工場・作業場 44 5 8

ロ
映画スタジオ・テレビス
タジオ

イ
自動車車庫・ 駐車
場

ロ
飛行機・回転翼航空機
の格納庫

倉庫 36 9 8 3
前各項に該当しない
事業場 19 8 6 2 2

イ 複合用途防火対象物 7 4 4 2

ロ
16項イ以外の複合用
途防火対象物 2 1

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物 1
延長50m以上のアー
ケード

市町村の指定する山林

消防法施行規則で定
める舟車

145 49 39 22 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5

16

16の2

6

防火対象物及び中高層建築物の現況（千早赤阪村）
階　層　別 対

象

物

防火管理者 階　層　別　の　棟　数
選

任

義

務

選

任項　　　別

1

2

3

4

16の3

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

合　　　　計

富３１



イ 0

ロ 1 1 2 4

イ 0

ロ 0

ハ 0

二 0

イ 0

ロ 2 2 2 6

5 1 6 5 17

イ 0

ロ 5 11 2 4 4 26

イ 0

ロ 6 8 8 6 6 4 38

ハ 14 7 3 2 14 40

二 0

1 7 1 6 1 16

0

イ 0

ロ 0

0

0

イ 2 2 16 6 26

ロ 0

イ 2 1 3

ロ 0

4 3 7

4 3 8 2 5 22

イ 9 6 1 1 10 4 31

ロ 1 2 1 4

0

0

0

0

0

0

54 3 9 3 0 0 76 0 0 9 9 63 13 1 0 0 0 0 240

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

　防火対象物項別

排
煙
設
備

非
常
警
報
設
備

特
殊
消
火
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ

屋
外
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
器

漏
電
火
災
警
報
器

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 状 況（富田林市）

消
火
器

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

連
結
散
水
設
備

非
常
コ
ン
セ
ン
ト

火
災
通
報
設
備

誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識

避
難
器
具

連
結
送
水
管
設
備

　　　　　　　　　　　消防用設備等 総
合
操
作
盤

合
　
　
計

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

2

遊技場・ダンスホール

風俗店等

個室型店舗

3
待合・料理店等

飲食店

4 百貨店・マーケット等

7 小・中・高等学校・大学等

5
旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等

寄宿舎、下宿・共同住宅

6

病院・診療所・助産所

福祉施設等

6項ロ以外の福祉施設等

幼稚園・特別支援学校

13
自動車車庫・駐車場

飛行機・回転翼航空機の格納庫

8 図書館・博物館・美術館等

9
蒸気浴場・熱気浴場等の公衆浴場

9項イ以外の公衆浴場

10
車両の停車場・船舶、航空機の発着
場

12
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

11 神社・寺院・教会等

14 倉庫

15 前各項に該当しない事業場

16
複合用途防火対象物

16項イ以外の複合用途防火対象物

16の2 地下街

16の3 準地下街

17 重要文化財等の建造物

合　　　　計

18 延長50m以上のアーケード

19 市町村の指定する山林

20 消防法施行規則で定める舟車

富３２



イ 0

ロ 1 1

イ 0

ロ 0

ハ 0

二 0

イ 0

ロ 0

0

イ 0

ロ 1 1

イ 0

ロ 0

ハ 0

二 0

0

0

イ 0

ロ 0

0

0

イ 0

ロ 0

イ 0

ロ 0

0

1 1 2

イ 1 1

ロ 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 5

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

　防火対象物項別

排
煙
設
備

非
常
警
報
設
備

特
殊
消
火
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ

屋
外
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
器

漏
電
火
災
警
報
器

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 状 況（太子町）

消
火
器

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

連
結
散
水
設
備

非
常
コ
ン
セ
ン
ト

火
災
通
報
設
備

誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識

避
難
器
具

連
結
送
水
管
設
備

　　　　　　　　　　　消防用設備等 総
合
操
作
盤

合
　
　
計

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

2

遊技場・ダンスホール

風俗店等

個室型店舗

3
待合・料理店等

飲食店

4 百貨店・マーケット等

7 小・中・高等学校・大学等

5
旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等

寄宿舎、下宿・共同住宅

6

病院・診療所・助産所

福祉施設等

6項ロ以外の福祉施設等

幼稚園・特別支援学校

13
自動車車庫・駐車場

飛行機・回転翼航空機の格納庫

8 図書館・博物館・美術館等

9
蒸気浴場・熱気浴場等の公衆浴場

9項イ以外の公衆浴場

10
車両の停車場・船舶、航空機の発着
場

12
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

11 神社・寺院・教会等

14 倉庫

15 前各項に該当しない事業場

16
複合用途防火対象物

16項イ以外の複合用途防火対象物

16の2 地下街

16の3 準地下街

17 重要文化財等の建造物

合　　　　計

18 延長50m以上のアーケード

19 市町村の指定する山林

20 消防法施行規則で定める舟車

富３３



イ 0

ロ 1 1 2

イ 0

ロ 0

ハ 0

二 0

イ 0

ロ 0

1 1 2 1 1 6

イ 0

ロ 1 1 2

イ 0

ロ 0

ハ 3 2 1 3 9

二 0

10 10

0

イ 0

ロ 0

0

0

イ 0

ロ 0

イ 0

ロ 0

0

2 2

イ 1 1 2

ロ 0

0

0

0

0

0

0

6 0 1 0 0 0 19 0 0 2 0 5 0 0 0 0 0 0 33

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

　防火対象物項別

排
煙
設
備

非
常
警
報
設
備

特
殊
消
火
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ

屋
外
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
器

漏
電
火
災
警
報
器

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 状 況（河南町）

消
火
器

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

連
結
散
水
設
備

非
常
コ
ン
セ
ン
ト

火
災
通
報
設
備

誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識

避
難
器
具

連
結
送
水
管
設
備

　　　　　　　　　　　消防用設備等 総
合
操
作
盤

合
　
　
計

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

2

遊技場・ダンスホール

風俗店等

個室型店舗

3
待合・料理店等

飲食店

4 百貨店・マーケット等

7 小・中・高等学校・大学等

5
旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等

寄宿舎、下宿・共同住宅

6

病院・診療所・助産所

福祉施設等

6項ロ以外の福祉施設等

幼稚園・特別支援学校

13
自動車車庫・駐車場

飛行機・回転翼航空機の格納庫

8 図書館・博物館・美術館等

9
蒸気浴場・熱気浴場等の公衆浴場

9項イ以外の公衆浴場

10
車両の停車場・船舶、航空機の発着
場

12
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

11 神社・寺院・教会等

14 倉庫

15 前各項に該当しない事業場

16
複合用途防火対象物

16項イ以外の複合用途防火対象物

16の2 地下街

16の3 準地下街

17 重要文化財等の建造物

合　　　　計

18 延長50m以上のアーケード

19 市町村の指定する山林

20 消防法施行規則で定める舟車

富３４



イ 0

ロ 0

イ 0

ロ 0

ハ 0

二 0

イ 0

ロ 0

0

イ 0

ロ 0

イ 0

ロ 0

ハ 1 2 1 4

二 0

イ 0

ロ 0

0

0

イ 3 4 1 8

ロ 0

イ 0

ロ 0

2 2

2 2 2 6

イ 0

ロ 0

0

0

0

0

0

0

6 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 20

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

　防火対象物項別

排
煙
設
備

非
常
警
報
設
備

特
殊
消
火
設
備

動
力
消
防
ポ
ン
プ

屋
外
消
火
栓
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
器

漏
電
火
災
警
報
器

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 状 況（千早赤阪村）

消
火
器

屋
内
消
火
栓
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備

連
結
散
水
設
備

非
常
コ
ン
セ
ン
ト

火
災
通
報
設
備

誘
導
灯
及
び
誘
導
標
識

避
難
器
具

連
結
送
水
管
設
備

　　　　　　　　　　　消防用設備等 総
合
操
作
盤

合
　
　
計

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

2

遊技場・ダンスホール

風俗店等

個室型店舗

3
待合・料理店等

飲食店

4 百貨店・マーケット等

7 小・中・高等学校・大学等

5
旅館・ﾎﾃﾙ・宿泊所等

寄宿舎、下宿・共同住宅

6

病院・診療所・助産所

福祉施設等

6項ロ以外の福祉施設等

幼稚園・特別支援学校

13
自動車車庫・駐車場

飛行機・回転翼航空機の格納庫

8 図書館・博物館・美術館等

9
蒸気浴場・熱気浴場等の公衆浴場

9項イ以外の公衆浴場

10
車両の停車場・船舶、航空機の発着
場

12
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

11 神社・寺院・教会等

14 倉庫

15 前各項に該当しない事業場

16
複合用途防火対象物

16項イ以外の複合用途防火対象物

16の2 地下街

16の3 準地下街

17 重要文化財等の建造物

合　　　　計

18 延長50m以上のアーケード

19 市町村の指定する山林

20 消防法施行規則で定める舟車

富３５



防火対象物
（　棟　数　）

査察実施対象物数
（　　棟　　　数　　）

イ 劇場  ・  映画館  ・  観覧場等 3 1

ロ 公会堂　 ・ 　集会場 32 6

イ キャバレー・ナイトクラブ等

ロ 遊技場　 ・ 　ダンスホール 4 1

ハ 性風俗関連特殊営業店等

ニ カラオケボックス・個室ビデオ等 1

イ 待合・料理店等 1

ロ 飲食店 73 9

百貨店・市場・マーケット 131 25

イ 旅館・ホテル・宿泊所 29 21

ロ 寄宿舎・下宿・共同住宅 1,191 124

イ 病院・診療所・助産所 45 5

ロ 老人短期入居施設等 93 14

ハ 老人デイサービスセンター等 199 17

ニ 幼稚園・特別支援学校 32

小・中・高・大・各種学校 195 40

図書館・美術館等 4 1

イ
公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴

場、その他これらに類するもの 2

ロ イに掲げる以外の公衆浴場 1 1

車両の停車場、船舶の発着場 2

神社・寺院・教会等 38 4

イ 工場・作業場 528 71

ロ 映画スタジオ・テレビスタジオ

イ 自動車車庫・駐車場 26 1

ロ 飛行機、回転翼航空機の格納場

倉庫 257 37

前各号に該当しない事業場 256 41

イ 特定複合用途 226 25

ロ 非特定複合用途 119 19

地下街

準地下街

重要文化財 12 7

3,500 470

１７　項

１３
項

１６項の２

１６項の３

１２
項

１６
項

１４　項

１５　項

防火対象物査察実施状況（太子町・河南町・千早赤阪村も含む）

査　　察　　状　　況

１
項

２

項

３
項

５
項

４　項

７　項

６

項

８　項

９
項

１０　項

１１　項

合　　　　　　計

区 分

用 途 別

富３６



富 田 林 市 185 189 189 173 169 171 173 172 172 174

太 子 町 36 38 38 36 36 38 37 38 38 37

河 南 町 54 45 45 43 42 51 57 65 63 67

千早赤阪村 13 13 13 13 13 13 14 14 14 14

合 計 288 285 285 265 260 273 281 289 287 292

R5年
　管轄

危
険
物
施
設
数

危険物施設の推移

　　　　年
H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年

0

50

100

150

200

250

300

350

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年

施
設
数

年

危険物施設増減状況（１０年間）

管轄 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村

千
早
赤
阪
村

太
子
町

河
南
町

富３７



屋

内

屋
　
外

タ
ン
ク

屋
　
内

タ
ン
ク

地
　
下

タ
ン
ク

簡
　
易

タ
ン
ク

移
　
動

タ
ン
ク

屋

外

給

油

販

売

一

般
富田林市 1 1 1 3
太子町 0
河南町 4 4
千早赤阪村 0
富田林市 2 2 2 3 9 18
太子町 3 3
河南町 6 6
千早赤阪村 0
富田林市 1 1 1 1 4
太子町 0
河南町 3 3
千早赤阪村 0
富田林市 2 2 2 3 9 18
太子町 3 3
河南町 5 5
千早赤阪村 0
富田林市 1 2 3 9 15
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 2 2
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 274 274
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 1 1
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 1 1
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 3 3
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 3 22 9 34
太子町 1 1 2
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 1 3 4
太子町 1 1
河南町 1 1 2
千早赤阪村 0
富田林市 0
太子町 1 1
河南町 2 2
千早赤阪村 0
富田林市 1 1 1 3
太子町 1 2 3
河南町 6 6
千早赤阪村 0
富田林市 0
太子町 1 1
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 2 1 2 1 6
太子町 1 1 2
河南町 1 2 3
千早赤阪村 0
富田林市 7 1 14 4 18 2 8 4 58
太子町 2 1 10 10 11 4 38
河南町 4 5 2 1 12
千早赤阪村 1 1 2
富田林市 0 16 1 1 29 0 9 0 58 2 48 280 444
太子町 0 2 0 2 13 0 20 0 13 0 4 0 54
河南町 0 1 0 0 5 0 32 0 4 0 1 0 43
千早赤阪村 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2

仮 使 用 承 認 申 請

仮貯蔵･仮取扱承認申
請

水張・水圧検査申請

休止中の地下タンク漏
れの点検期間延長申請

休止中の地下配管漏れ
の点検期間延長申請

そ の 他

合 計

予防規程制定（変更）
認可申請

軽 微 な 変 更 届

廃 止 届

移動タンク貯蔵所変更
許可通知書

譲渡引渡届

地下タンク在庫管理等
計 画 書

改修（計画）報告書

危険物規制事務処理状況
　　　　　　　　　　区　分 製

造

所

貯　　蔵　　所 取　扱　所 そ

の

他

合

計
　申請（届出）

許 可 申 請

設置

変更

完 成 検 査 申 請

設置

変更

富３８



5 5 10 50 100 150 200
倍　数 倍

を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

10 50 100 150 200

区　分
倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

富田林市 1 1
太子町 0
河南町 1 1
千早赤阪村 0
富田林市 37 10 2 2 51
太子町 1 1
河南町 1 2 3
千早赤阪村 0
富田林市 1 1
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 3 3
太子町 2 2
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 22 4 6 32
太子町 5 1 6
河南町 4 2 1 7
千早赤阪村 1 1 2
富田林市 2 2
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 10 1 17 5 33
太子町 4 5 10 1 20
河南町 9 4 1 27 5 46
千早赤阪村 4 4
富田林市 1 1
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 1 1
富田林市 1 4 2 13 20
太子町 2 2
河南町 2 2
千早赤阪村 1 1 1 3
富田林市 2 4 2 8
太子町 1 2 3
河南町 4 4
千早赤阪村 3 3
富田林市 2 2
太子町 0
河南町 0
千早赤阪村 0
富田林市 9 8 3 20
太子町 1 2 3
河南町 2 1 1 4
千早赤阪村 1 1

富田林市 85 26 17 22 9 2 13 174
太子町 13 1 9 11 1 0 2 37
河南町 16 8 9 27 5 2 0 67
千早赤阪村 2 1 8 1 1 1 0 14

全管轄 116 36 43 61 16 5 15 292合計

簡 易 タ ン ク

移 動 タ ン ク

屋 外

取
　
扱
　
所

給 油

自 家 給 油

販 売

一 般

貯
　
蔵
　
所

小計

屋 内

屋 外 タ ン ク

屋 内 タ ン ク

地 下 タ ン ク

倍数別危険物施設状況

合
　
　
　
　
　
計

倍
　
　
以
　
　
下

を
　
こ
　
え
　
る

製 造 所
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富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合　計 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合　計

設置許可申請 3 4 7 85,000 104,000 189,000

完成検査申請 4 3 7 55,500 39,000 94,500

変更許可申請 18 3 6 27 325,500 39,000 78,000 442,500

変更完成検査申請 18 3 5 26 167,750 19,500 32,500 219,750

仮使用承認申請 15 15 81,000 81,000

仮貯蔵・仮取扱
承認申請

2 2 10,800 10,800

水張検査申請 274 274 1,644,000 1,644,000

水圧検査申請 0 0

タンク検査済証（正）
再交付申請

1 1 300 300

タンク検査済証（副）
再交付申請

0 0

許可書再交付申請 1 1 300 300

完成検査済証
再交付申請

1 1 2 300 300 600

合　　計 337 6 19 0 362 2,370,450 58,500 253,800 0 2,682,750

危険物関係手数料納入状況

令和5年度

区　　分
件　　数　（ 単位： 件 ） 金　　額　（ 単位： 円 ）
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申請・届出種別 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合計

防火対象物使用開始届出書 132 5 9 6 152

炉設置届出書 0 0

厨房設備設置届出書 0

温風暖房機設置届出書 0 0

ボイラー設置届出書 4 4

給湯湯沸設備設置届出書 3 3

乾燥設備設置届出書 1 1

サウナ設備設置届出書 2 2

ヒートポンプ冷暖房機設置届出書 2 2

火花を生ずる設備設置届出書 0

放電加工機設置届出書 0

燃料電池発電設備設置届出書 0

発電設備設置届出書 4 4

変電設備設置届出書 18 0 2 20

蓄電池設備設置届出書 2 2 0 0 4

ネオン管灯設備設置届出書 0

水素ガスを充てんする気球の設置届 1 1

指定洞道等届出書 0

少量危険物貯蔵取扱届出書 27 5 1 33

指定可燃物貯蔵取扱所 1 1

少量危険物貯蔵取扱廃止届出書 11 1 12

指定可燃物貯蔵取扱廃止届出書 1 1

合計 209 7 15 9 240

火災予防条例等に基づく届出状況
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法別 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合計

0

2 2

1 1

一般則 3 3

液石則 0

冷凍則 0

一般則・液石則 1 1

一般則 20 1 1 22

液石則 0

冷凍則 15 7 22

一般則・液石則 0

一般則 0

液石則 1 1

一般則 8 8

液石則 1 1

34 6 6 3 49

2 2

4 4

11 2 5 3 21

11 2 5 3 21

3 1 1 5

2 2

7 4 6 2 19

液
化
石
油
ガ
ス
法

液化石油ガス販売事業者

液化石油ガス保安機関

液化石油ガス特定供給設備

液化石油ガス充てん設備

特定液化石油ガス設備工事事業者

高
圧
ガ
ス
保
安
法

製造
事業所

第１種

第２種

貯蔵所

第１種

第２種

販売事業所

特定高圧ガス消費事業所

容器検査所

保安３法関係事業所等状況
（令和５年１２月３１日現在）

施設区分

火
薬
類
取
締
法

火薬庫

火薬庫外貯蔵

販売所
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富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合　計 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合　計

火薬類製造営業許可申請 0 0

火薬類販売営業許可申請 0 0

火薬庫設置等許可申請 0 0

火薬類譲渡許可申請 0 0

火薬類譲受許可申請 0 0

火薬類〔譲渡・譲受〕許可証
再交付申請

0 0

完成検査申請 0 0

保安検査申請 0

火薬類消費許可申請 0 0

火薬類譲受・消費許可申請 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高圧ガス製造許可申請 0 0

高圧ガス製造施設等
変更許可申請

0 0

第一種貯蔵所設置許可申請 0 0

第一種貯蔵所位置等
変更許可申請

0 0

製造施設完成検査申請 0 0

第一種貯蔵所完成検査申請 0 0

保安検査申請 1 1 75,000 75,000

高圧ガスの種類又は
圧力変更申請

0 0

容器検査所登録申請 0 0

容器検査所登録更新申請 0 0

合計 1 0 0 0 1 75,000 0 0 0 75,000

液化石油ガス販売事業
登録申請

0 0

液化石油ガス販売事業者
登録簿謄本交付（閲覧）請求

1 1 2 630 630 1,260

保安機関認定申請 0 0

保安機関認定更新申請 9 1 3 13 436,500 48,500 145,500 630,500

一般消費者等の数の増加
認可申請

0 0

液化石油ガス販売事業者
認定申請

0 0

貯蔵施設等設置許可申請 0 0

貯蔵施設等変更許可申請 0 0

貯蔵施設等完成検査申請 0 0

充てん設備許可申請 0 0

充てん設備変更許可申請 0 0

充てん設備完成検査申請 0 0

充てん設備保安検査申請 0 0

合計 10 2 3 0 15 437,130 49,130 145,500 0 631,760

11 2 3 0 16 512,130 49,130 145,500 0 706,760

　保安３法関係手数料納入状況　　

高
圧
ガ
ス
保
安
法

液
化
石
油
ガ
ス
法

総合計

　　　　　　　　　　　令和5年度

区　　分
件　　数　（ 単位： 件 ） 金　　額　（ 単位： 円 ）

火
薬
類
取
締
法
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申請・届出種別 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合計

火薬類製造営業許可申請書 0

危害予防規程（変更）認可申請書 0

危害予防規程変更届 0

火薬類製造施設等変更許可申請書 0

〔火薬類製造施設・火薬庫〕軽微変更届 0

火薬類販売営業許可申請書 0

火薬庫設置等許可申請書 0

火薬庫承継届 0

火薬類譲渡許可申請書 0

火薬類譲受許可申請書 0

火薬類〔譲渡・譲受〕許可証書換申請書 0

火薬類〔譲渡・譲受〕許可証再交付申請書 0

完成検査申請書 0

指定完成検査機関完成検査受検届 0

完成検査結果報告書 0

保安検査申請書 0

指定保安検査機関保安検査受検届 0

保安検査結果報告書 0

完成検査記録届 0

保安検査記録届 0

火薬類消費許可申請書 0

火薬類廃棄許可申請書 0

火薬類譲受・消費許可申請書 0

火薬庫外貯蔵所指示申請書 0

火薬庫外貯蔵所変更届 0

火薬庫外貯蔵所用途廃止（解除）届 0

火薬庫を所有又は占有しないことの許可申請書 0

営業（火薬庫の用途）廃止届 0

保安教育計画（変更）認可申請書 0

許可（認可）申請取下書 0

火薬類特定施設（火薬庫）使用休止届 0

火薬類特定施設（火薬庫）使用再開届 0

その他 0

合計 0 0 0 0 0

各種申請等受理状況（火薬類取締法関係）
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申請・届出種別 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合計
高圧ガス製造許可申請書 0
高圧ガス製造事業届書 0
高圧ガス製造届書（冷凍） 0
第一種製造事業承継届書 0
第二種製造事業承継届書 0
高圧ガス製造施設等変更許可申請書 0
高圧ガス製造施設軽微変更届書 0
高圧ガス製造施設等変更届書 1 1
第一種貯蔵所設置許可申請書 0
第一種貯蔵所承継届書 0
第二種貯蔵所設置届書 0
第一種貯蔵所位置等変更許可申請書 0
第一種貯蔵所軽微変更届書 0
第二種貯蔵所位置等変更届書 0
製造施設完成検査申請書 0
第一種貯蔵所完成検査申請書 0
高圧ガス保安協会完成検査受検届書 0
指定完成検査機関完成検査受検届書 0
完成検査結果報告書（高圧ガス保安協会） 0
完成検査結果報告書（指定完成検査機関） 0
高圧ガス販売事業届書 3 3
高圧ガス販売事業承継届書 1 1
販売に係る高圧ガスの種類変更届書 1 1
高圧ガス製造開始届書 0
高圧ガス製造廃止届書 1 1 1 1 4
貯蔵所廃止届書 0
高圧ガス販売事業廃止届書 1 1
特定高圧ガス消費届書 0
特定高圧ガス消費者承継届書 0
特定高圧ガス消費施設等変更届書 0
特定高圧ガス消費廃止届書 0
危害予防規程届書 0
高圧ガス保安統括者届書 1 1
高圧ガス保安技術管理者等届書 1 1
高圧ガス保安主任者等届書 0
高圧ガス販売主任者届書 2 2 4
特定高圧ガス取扱主任者届書 0
高圧ガス保安統括者代理者届書 1 1
冷凍保安責任者届書（冷凍） 0
冷凍保安責任者代理者届書（冷凍） 0
高圧ガス製造施設休止届 0
保安検査申請書 1 1
高圧ガス保安協会保安検査受検届書 0
指定保安検査機関保安検査受検届書 2 2 4
保安検査結果報告書（高圧ガス保安協会） 0
保安検査結果報告書（指定保安検査機関） 2 2 4
完成検査記録届書 0
保安検査記録届書 0
事故届書 0
容器検査申請書 0
高圧ガスの種類又は圧力変更申請書 0
特別充てん許可申請書 0
容器検査所登録申請書 0
容器検査所登録更新申請書 0
検査主任者届書 0
容器検査所廃止届書 0
高圧ガス施設等の工事届出書 0
氏名、名称、住所等の変更届出書 8 3 11
許可・承認・登録申請取下書 0
その他 0
合計 24 8 5 1 38

各種申請等受理状況（高圧ガス保安法関係）
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申請・届出種別 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 合計

液化石油ガス販売事業登録申請書 0

液化石油ガス販売事業者登録簿謄本交付(閲覧)請求書 1 1 2

登録行政庁変更届書 0

液化石油ガス販売所等変更届書 0

液化石油ガス販売事業承継届書（甲） 1 1

液化石油ガス販売事業承継届書（乙） 0

業務主任者等選任（解任）届書 1 1

液化石油ガス販売事業廃止届書 0

保安機関認定申請書 0

保安機関認定更新申請書 9 1 3 13

一般消費者等の数の増加認可申請書 0

一般消費者等の数の減少届書 0

保安業務規程認可申請書 0

保安業務規程変更認可申請書 0

認定行政庁変更届書 0

保安機関変更届書 0

保安機関承継届書（甲） 1 1

保安機関承継届書（乙） 0

保安業務廃止届書 0

液化石油ガス販売事業者認定申請書 0

認定液化石油ガス販売事業者状況報告書 1 1

貯蔵施設等設置許可申請書 0

貯蔵施設等変更許可申請書 0

貯蔵施設等変更届書 0

貯蔵施設等完成検査申請書 0

貯蔵施設等完成検査受検届書 0

貯蔵施設等完成検査結果報告書 0

充てん設備許可申請書 0

充てん設備変更許可申請書 0

充てん設備変更届書 0

充てん設備完成検査申請書 0

充てん設備完成検査受検届書 0

充てん設備完成検査結果報告書 0

充てん設備保安検査申請書 0

充てん設備保安検査受検届書 2 2

充てん設備保安検査結果報告書 2 2

液化石油ガス設備工事届書 2 2

特定液化石油ガス設備工事事業開始届書 1 1

特定液化石油ガス設備工事事業変更届書 1 1

特定液化石油ガス設備工事事業廃止届書 0

充てん設備使用休止届出書 0

許可申請等の取下願出書 0

液化石油ガス販売事業報告 12 2 4 3 21

保安業務実施状況報告 12 2 4 3 21

液化石油ガス充てん事業報告 2 2

その他 1 1

合計 38 14 13 7 72

各種申請等受理状況（液化石油ガス法関係）
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第５編 救　急



出 火 自 水 交 労 運 一 加 自 急 そ

年
場 然 難 通 働 動 般 害 損

件 災 事 事 災 競 負 事 行

数 災 害 故 故 害 技 傷 故 為 病 他

25年 6,466 31 1 2 722 54 39 1,155 37 74 4,104 247

26年 6,643 25 678 65 38 1,201 52 70 4,236 278

27年 7,294 42 1 730 65 72 1,276 37 66 4,691 314

28年 7,272 31 691 47 60 1,279 26 59 4,743 336

29年 7,356 44 1 1 688 51 44 1,362 26 55 4,756 328

30年 7,707 40 1 0 611 73 45 1,415 31 52 5,058 381

令和
元年

7,632 20 0 1 610 57 57 1,377 28 52 5,053 377

令和
２年

6,875 40 0 0 485 54 21 1,299 16 44 4,510 406

令和
３年

7,342 26 0 0 535 39 35 1,344 17 48 4,903 395

令和
４年

8,719 43 0 3 549 50 33 1,411 16 51 6,167 396

令和
５年

8,885 39 1 0 552 56 43 1,549 18 57 6,230 340

事　　　　　故　　　　　種　　　　　別

10年間の救急発生状況

の
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合　　計 富田林市 太子町 千早赤阪村 河南町 他市町
出場件数 8,885 6,846 763 367 893 16

火　　　　　災 39 26 5 2 6 0
自　然　災　害 1 0 1 0 0 0
水　難　事　故 0 0 0 0 0 0
交　通　事　故 552 430 57 16 46 3
労　働　災　害 56 38 4 4 10 0
運　動　競　技 43 27 8 0 8 0
一　般　負　傷 1,549 1,177 110 76 183 3
加　害　事　故 18 16 0 1 1 0
自　損　行　為 57 44 4 1 8 0
急　　　　　病 6,230 4,772 568 261 621 8
そ　　の　　他 340 316 6 6 10 2
1日平均出動件数 24 19 2 1 2 0

搬送人員 7,764 5,959 691 321 780 13
死　　　　亡 116 80 19 6 11 0
重　　　　症 67 43 8 4 12 0
中　 等 　症 3,218 2,515 275 152 272 4
軽　　　　症 4,362 3,320 389 159 485 9
そ 　の 　他 1 1 0 0 0 0

小　計 富田林市 太子町 千早赤阪村 河南町 他市町
国　　立 650 495 32 61 60 2
公　　立 388 268 70 7 43 0
公　　的 2,231 1,784 139 79 227 2
私的病院 4,224 3,187 438 166 424 9

私的診療所 182 150 7 7 18 0
計 7,675 5,884 686 320 772 13

国　　立 0 0 0 0 0 0
公　　立 8 5 2 0 1 0
公　　的 2 2 0 0 0 0
私的病院 52 45 3 1 3 0

私的診療所 24 20 0 0 4 0
計 86 72 5 1 8 0

3 3 0 0 0 0

7,764 5,959 691 321 780 13

その他の場所
　　　　（接骨院等含む）

（４）軽症とは 入院加療を必要としないものをいう

市町村別救急発生状況

◎ 傷病程度とは 初診時における医師の診断に基づき次の種類に分類
（１）死亡とは 初診時において死亡が確認されたものをいう

そ
の
他
の
医
療
機
関

合　　　　計

◎ 1日平均出動件数については 小数点第二を四捨五入

医療機関別救急搬送人員状況

救
急
告
示
医
療
機
関

（５）その他とは 医師の診察が無いもの及び「その他の場所」に搬送したものをいう

（２）重症とは ３週間以上の入院加療を必要とするものをいう
（３）中等症とは 重症又は軽症以外のものをいう
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計 計

一 般 講 習 41 792

普通救命講習 25 328

上級救命講習 0 0

普及員講習 1 15

システム時間内

システム時間外

◎ 小児システム時間　２０時から翌朝８時まで　(土曜日・日曜日・祝日は１６時より診療開始)

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

火    災 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

自然災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水難事故 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

交通事故 0 0 2 3 49 10 150 122 80 63 281 198

労働災害 0 0 0 0 1 0 42 3 7 0 50 3

運動競技 0 0 1 0 25 4 4 3 1 1 31 8

一般負傷 0 0 56 32 30 15 127 128 389 596 602 771

加害事故 0 0 1 0 1 1 2 7 1 1 5 9

自損行為 0 0 0 0 0 0 13 13 2 2 15 15

急    病 1 1 170 123 70 76 647 692 1,748 1,928 2,636 2,820

そ の 他 0 0 8 6 7 7 57 39 106 89 178 141

合　  計 1 1 238 164 183 113 1,042 1,007 2,334 2,681 3,798 3,966

市町村別応急手当普及啓発状況

538 111

0

0270 39

56

19

87

講　習　回　数

富田林市 太子町

受　講　者　数

千早赤阪村太子町 河南町千早赤阪村 河南町 富田林市

救急搬送人員

0

0 0

0

15

00

26

22

6

0

6

0

2

3

00

1 0

　　高齢者・・・満６５歳以上

350 175

新生児 乳幼児

  　乳幼児・・・生後２８日以上満７歳未満　　　　

年齢・性別区分別搬送状況

少　年 成　人

　　成　人・・・満１８歳以上満６５歳未満

◎「年齢区分」の分類は次のとおり

　　少　年・・・満７歳以上満１８歳未満

高齢者 合　計

　  新生児・・・生後２８日未満　　　

125

病院照会件数

広域小児夜間救急医療システム利用状況

0 0

1,257

1 0
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事
故
種
別

火
災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
害
事
故

自
損
行
為

急
病

そ
の
他

合
計

計 39 1 0 552 56 43 1,549 18 57 6,230 340 8,885

1月 4 0 0 41 2 3 140 2 5 608 32 837

2月 3 0 0 47 6 1 112 0 4 477 22 672

3月 3 0 0 35 7 4 125 0 3 461 30 668

4月 2 0 0 49 3 4 119 4 2 429 27 639

5月 4 0 0 42 5 2 124 0 5 450 23 655

6月 3 0 0 40 3 6 119 2 2 468 23 666

7月 2 0 0 43 2 4 119 2 9 588 26 795

8月 0 1 0 30 5 4 135 0 6 668 34 883

9月 3 0 0 58 4 5 127 2 4 534 35 772

10月 4 0 0 58 6 3 157 4 2 495 29 758

11月 5 0 0 53 6 5 114 0 11 514 29 737

12月 6 0 0 56 7 2 158 2 4 538 30 803

事
故
種
別

火
災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
害
事
故

自
損
行
為

急
病

そ
の
他

合
計

計 39 1 0 552 56 43 1,549 18 57 6,230 340 8,885

月曜 7 0 0 88 9 5 237 2 9 949 49 1,355

火曜 3 0 0 82 10 4 217 2 12 889 64 1,283

水曜 3 0 0 71 9 2 205 2 8 836 53 1,189

木曜 6 1 0 89 8 1 195 1 15 829 44 1,189

金曜 7 0 0 87 10 5 225 2 4 886 65 1,291

土曜 8 0 0 64 5 10 220 2 6 885 32 1,232

日曜 5 0 0 71 5 16 250 7 3 956 33 1,346

月別救急出場件数

曜日別救急出場件数
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管内別 合計

本　署 3,756 1,085 305 387 172 42 116 610 537 48 8 25 143 10 93 7 102 65 1

金　剛 2,203 616 212 247 131 31 53 322 310 22 3 17 74 8 71 2 55 29 0

太　子 691 193 59 87 46 8 24 98 89 12 1 3 24 1 10 1 16 19 0

千早赤阪 321 105 39 27 10 1 8 55 46 9 0 0 15 1 1 0 3 1 0

河　南 780 237 72 63 41 5 37 135 110 16 1 1 27 4 16 2 11 2 0

他市町 13 3 2 0 0 0 1 4 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

合　計 7,764 2,239 689 811 400 87 239 1,224 1,094 107 0 0 13 0 46 283 24 191 12 188 116 1

傷病程度 合計

死　亡 116 11 96 3 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重　症 67 6 40 1 0 2 3 2 11 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中等症 3,218 876 317 569 80 15 51 467 525 33 1 29 116 8 24 1 74 32 0

軽　症 4,362 1,345 236 238 319 70 180 616 697 72 12 17 167 16 167 11 114 84 1

その他 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

応
急
処
置
対
象
人
員

止
　
血

固
　
定

人
工
呼
吸

胸
骨
圧
迫

心
肺
蘇
生

酸
素
吸
入

気
道
確
保

保
　
温

被
　
覆

在
宅
療
法
継
続

除
細
動

静
脈
路
確
保

薬
剤
投
与

そ
の
他
の
応
急
処
置

血
圧
測
定

聴
診
器
に
よ
る
聴
診

血
中
酸
素
飽
和
度
の
測
定

心
電
図

静
脈
路
確
保

(

心
肺
停
止
前
）

血
糖
測
定

エ
ピ
ペ
ン
投
与

ブ
ド
ウ
糖
投
与

合
計

急　　病 5,328 8 24 12 10 113 920 148 16 19 339 14 34 17 5,198 4,954 2,879 5,201 2,914 22 48 0 13 22,903

交通事故 487 12 89 0 1 4 30 7 2 179 3 0 0 0 480 478 246 481 132 0 1 0 0 2,145

一般負傷 1,473 62 181 0 0 8 37 10 5 365 41 1 1 2 1,447 1,391 337 1,453 309 0 1 0 0 5,651

その他 473 15 33 2 0 7 106 8 2 49 28 1 3 2 449 447 167 466 216 1 0 0 0 2,002

合　　計 7,761 97 327 14 11 132 1,093 173 25 612 411 16 38 21 7,574 7,270 3,629 7,601 3,571 23 50 0 13 32,701

【診療科目・管内別・傷病程度】別搬送人員状況

診療科目
内

科

循

環

器

科

呼

吸

器

科

小

児

科

形

成

外

科

外

科

そ

の

他

耳

鼻

科

脳
外
＋
整
形

腹

部

外

科

血

管

外

科

口

腔

外

科

眼

科

　（５）　その他とは、医師の診断が無いもの及び「その他の場所」に搬送したものをいう

救急隊員の行った応急処置件数

脳

神

経

内

科

精

神

科

小

児

外

科

産

婦

人

科

整

形

外

科

脳

外

科

泌

尿

器

科

皮

膚

科

　（３）　中等症とは、重症又は軽症以外のものをいう

　（４）　軽症とは、入院加療を必要としないものをいう

◎傷病程度とは、初診時における医師の診断に基づき次のとおりとする。

　（１）　死亡とは、初診時において死亡が確認されたものをいう

　（２）　重症とは、３週間以上の入院加療を必要とするものをいう
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地区別　搬送人員　(富田林市)

合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他 合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他

旭ヶ丘町 40 0 0 14 26 0 平町 49 1 0 10 38 0
粟ヶ池町 4 0 0 0 4 0 伏見堂 37 1 1 21 14 0
梅の里 178 3 0 67 108 0 不動ヶ丘町 27 1 0 16 10 0
嬉 21 0 0 8 13 0 富美ヶ丘町 39 1 0 18 20 0
毛人谷 0 0 0 0 0 0 別井 29 1 0 11 17 0
彼方 68 1 1 27 39 0 本町 44 0 1 17 26 0
川面町 33 1 2 6 24 0 緑ヶ丘町 21 0 0 12 9 0
川向町 21 0 0 6 15 0 南旭ヶ丘町 46 2 0 16 28 0
甘南備 92 0 1 54 37 0 南大伴町 43 0 0 18 25 0
喜志新家町 36 0 0 18 18 0 宮甲田町 39 1 0 21 17 0
喜志町 222 1 1 92 128 0 宮町 48 1 0 27 20 0
北大伴町 39 0 0 18 21 0 美山台 58 1 2 24 31 0
木戸山町 25 0 0 5 20 0 山中田町 101 0 1 45 55 0
楠町 72 0 1 13 58 0 山手町 37 0 0 15 22 0
甲田 202 2 0 79 121 0 横山 17 1 0 7 9 0
寿町 189 2 1 77 109 0 龍泉 33 1 0 14 18 0
西条町 4 0 0 2 2 0 若松町 328 2 3 122 201 0
桜井町 52 1 0 22 29 0 かがり台 27 0 0 13 14 0
桜ヶ丘町 62 0 0 28 34 0 廿山 64 0 0 28 35 1
佐備 73 0 2 32 39 0 加太 70 3 0 28 39 0
清水町 170 3 0 76 91 0 青葉丘 26 0 1 10 15 0
昭和町 99 0 0 40 59 0 新青葉丘町 12 0 0 2 10 0
新家 34 3 0 9 22 0 五軒家 92 0 0 57 35 0
谷川町 18 0 0 2 16 0 須賀 117 4 1 40 72 0
通法寺町 8 0 0 2 6 0 伏山 40 1 0 23 16 0
常盤町 54 2 1 15 36 0 高辺台 270 2 0 113 155 0
富田林町 48 0 0 15 33 0 久野喜台 189 5 2 84 98 0
新堂 107 2 1 73 31 0 寺池台 453 6 3 181 263 0
中野町 136 1 1 51 83 0 向陽台 333 2 3 181 147 0
楠風台 98 0 0 38 60 0 藤沢台 260 5 3 108 144 0
西板持町 148 2 4 73 69 0 小金台 74 0 2 22 50 0
錦織 236 8 2 105 121 0 津々山台 163 2 1 67 93 0
錦ヶ丘町 44 0 0 20 24 0 金剛伏山台 29 0 1 11 17 0
東板持町 99 3 0 43 53 0 金剛錦織台 12 1 0 2 9 0

合計 5,959 80 43 2,514 3,321 1
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地区別　搬送人員

　　　太子町

合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他 合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他

太子 171 5 2 67 97 0 一須賀 55 0 0 11 44 0
春日 233 5 1 88 139 0 東山 44 0 0 12 32 0
山田 200 9 2 82 107 0 大ケ塚 15 0 0 11 4 0
葉室 20 0 1 10 9 0 山城 21 1 2 6 12 0
畑 6 0 0 3 3 0 大宝 201 0 2 81 118 0
聖和台 55 0 2 25 28 0 寺田 28 1 0 9 18 0
南阪奈上り 2 0 0 0 2 0 寛弘寺 56 1 1 18 36 0
南阪奈下り 4 0 0 0 4 0 白木 91 3 2 22 64 0
合計 691 19 8 275 389 0 加納 37 3 0 23 11 0

鈴美台 22 0 0 11 11 0
千早赤阪村 神山 43 1 0 20 22 0

中 34 0 1 9 24 0
合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他 馬谷 4 0 1 2 1 0

東阪 47 2 0 35 10 0 芹生谷 8 0 0 3 5 0
川野辺 6 0 0 3 3 0 さくら坂 83 0 2 23 58 0
桐山 3 0 0 2 1 0 さくら坂南 3 0 0 0 3 0
小吹 98 1 1 51 45 0 下河内 5 0 1 1 3 0
水分 53 0 2 19 32 0 上河内 8 0 0 3 5 0
千早 28 2 0 10 16 0 平石 10 0 0 4 6 0
中津原 16 1 0 8 7 0 持尾 12 1 0 3 8 0
二河原辺 7 0 0 3 4 0 弘川 0 0 0 0 0 0
森屋 60 0 1 18 41 0 合計 780 11 12 273 484 0
吉年 3 0 0 3 0 0
合計 321 6 4 152 159 0

合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他

他市町 13 0 0 4 9 0

河南町

全署合計 7764
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第６編 火災統計



１　概　況
　（１） 　令和５年の火災は、前年より２件少なく、４５件発生している。

　建物火災の発生件数は前年より２件多く、焼損棟数は６棟増加している。

　火災損害額は２，９５７万５千円、前年に比較して５１７万３千円の減少となっている。

（１） 　出火状況

　令和５年中の火災は８．１日に１件（前年～７．８日に１件）の割合で発生している。人口１万人当りの

出火件数は３．２１件となっている。

（２） 　火災種別毎の出火件数

　建物火災が２６件（５８％）で最多で、次いで、その他の火災が1１件（２４％）、車両火災が７件（１６％）

林野火災が１件（２％）となっている。

（３） 　月別の出火件数

　月別の出火件数は、１２月が８件と一番多く、続いて１１月が６件となっている。

（４） 　時間別の出火件数

　時間別の出火件数は、１時・１０時・１２時が５件と最も多く、続いて１１時・１３時が４件となっている。

　一方、出火件数の少ない時間は、２時・４時・５時・７時・１４時・１９時・２２時の０件となっている。

（５） 　消防署別の出火件数

　消防署別の出火件数は、本署が２１件、金剛分署が８件、太子分署が４件、河南分署が９件、千早赤

阪分署が３件となっている。

３　死  者

　火災による死者は１人である。

４　負傷者

　火災による負傷者は男性２人で、負傷程度は、中等症１人、軽症１人となっている。

５　焼損棟数

　焼損棟数は類焼を含み３１棟で、前年（２５棟）に比べると６棟増加している。内訳は全焼８棟（前年２

棟）、半焼１棟（前年0棟）、部分焼８棟（前年８棟）、ぼや１４棟（前年１３棟）となっている。

火　災　の　概　況

２　出火状況等

　火災による死者（３０日死者を含む）は１人、負傷者は２人で前年と比べて７人減少している。
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６　り災世帯・り災人員

　り災世帯は１４世帯で、前年（１４世帯）と比べて変化はなく、り災人員は３０人で、前年（３４人）に比べ４人減少

している。

７　焼損面積

　建物焼損面積は５３２．５㎡で、（前年２８８．７㎡）と比べ２４３．８㎡増加している。

８　出火原因
   出火原因は、放火が９件となっており、出火原因第１位である。続いて枯れ草焼き及び不明が８件、電気関係が５
件の順になっている。

９　損害額

　損害総額は、２，９５７万５千円、前年（３，４７４万８千円）に比較して５１７万３千円減少している。

　なお、各市町村の出火件数及び損害額は、富田林市（２９件　２，２０９万９千円）、太子町（４件　２９６万７千円）

河南町（９件　４２４万１千円）、千早赤阪村（３件　２６万８千円）となっている。
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小
 

計

全
 

焼

半
 

焼

部
分
焼

ぼ
 

や

建
　
物

収
容
物

45 26 7 6 13 7 1 11 31 529 3 1 29,575 21,309 2,447 5,352 467 14 30 1 2
富 田 林 市 29 21 4 6 11 4 4 23 215 3 22,099 17,770 1,166 2,731 432 13 28 1
太 子 町 4 2 1 1 1 1 3 48 1 2,967 2,833 134 1 2
河 南 町 9 2 2 2 5 4 266 4,241 706 1,047 2,453 35 2
千 早 赤 阪 村 3 1 1 1 1 1 0 268 100 168
富 田 林 市 3 3 1 2 3 4 1,028 484 187 357 2 2
太 子 町

河 南 町

千早赤阪村 1 1 1 1 0 100 100
計 4 4 1 3 4 4 0 1,128 484 287 357 2 2

富 田 林 市 1 1
太 子 町

河 南 町 2 1 1 1 3 251 1,106 691 415
千早赤阪村

計 3 1 1 2 3 251 1,106 691 415
富 田 林 市 1 1 1 2 163 14,146 13,964 182 2 3 1
太 子 町

河 南 町 1 1
千早赤阪村

計 2 1 1 1 2 163 14,146 13,964 182 2 3 1
富 田 林 市 1 1 1 1 1 49 23 26 1 1
太 子 町

河 南 町 1 1
千早赤阪村 1 1 168 168

計 3 1 1 1 1 1 1 217 23 26 168 1 1
富 田 林 市 4 3 3 1 3 1 1 1,157 466 351 340 3 9
太 子 町 1 1
河 南 町

千早赤阪村

計 5 3 3 1 1 3 1 1 1,157 466 351 340 3 9
富 田 林 市 2 2
太 子 町

河 南 町 1 1 230 200 30
千早赤阪村

計 3 3 230 200 30
富 田 林 市 3 1 2 2,466 2,391 75
太 子 町

河 南 町 1 1
千早赤阪村

計 4 1 3 2,466 2,391 75
富 田 林 市

太 子 町

河 南 町

千早赤阪村

計

富 田 林 市 1 1 1 1
太 子 町

河 南 町 2 1 1 2,258 2,253 5 2
千早赤阪村 1 1

計 4 1 1 1 2 1 2,258 2,253 5 2
富 田 林 市 3 3 2 1 3 2 1 76 73 3 2 4
太 子 町

河 南 町

月 千早赤阪村

計 3 3 2 1 3 2 1 76 73 3 2 4
富 田 林 市 3 3 2 1 3 12 2,811 2,492 319 2 8
太 子 町 2 1 1 1 1 1 3 3 1 2
河 南 町 1 1 1 1 15 647 15 632

月 千早赤阪村

計 6 5 1 2 2 1 5 27 1 3,461 2,510 951 3 10
富 田 林 市 7 6 2 2 2 1 7 33 1 366 268 98 1 1
太 子 町 1 1 1 2 48 2,964 2,830 134
河 南 町

月 千早赤阪村

計 8 7 3 2 2 1 9 81 1 3,330 3,098 232 1 1

死傷者火　　　災　　　件　　　数

爆
　
発

火災発生状況

建　　　　物
合
　
計

死
　
者

負
傷
者

総
　
　
額

建物火災
車
　
両

林
　
野

そ
の
他

床
面
積

焼
損
棟
数

焼損面積

林
　
野

そ
の
他

爆
　
発

表
面
積

林
　
野

９
月

３
月

罹　災

１
月

２
月

８
月

５
月

４
月

６
月

７
月

総　　　計

世
　
帯

人
　
員

損   害   額　（ 千 円 ）

車
　
両

１０

１１

１２

計

月

区 分

月 別 (㎡) (㎡) (a)
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うち爆発

うち爆発

うち爆発

うち爆発

男

女

男

女

３０日死者

±0

+8

±0

+281.4

-2

+1

+5

2

1

±0

-37.6

±0

-5,173

比　　較

+2

-2

-7

+3

-2

±0

±0

±0

81

11

0

1

29,575

7

0

6

26

0

0

7

0

0.12

0

0

13

4547

24

2

248

8

12

2

0

4

全　　　　　焼

半　　　　　焼

　焼損表面積（㎡）

529.4

林　野　火　災

40.7

34,748

0

18

0

部　　分　　焼

±0

-0.01

+0.67

-14

3.21出火率（人口１万人当たりの火災件数）

0.13

0.79

00

-0.17

負　傷　者

一日当たり 焼　損　面　積 1.46

3.38

95

死　傷　者

火　災　件　数

-5

損　害　額(千円）

7

-2

火災種別

死　　者

2

1

0

令和５年中の火災と前年比較

3.1

20

1

ぼ　　　　　や

その他の火災

　　損　害　額　（　千　円　）

　焼損床面積（㎡）

0

12

区　　　　　　分

火　　　災　　　件　　　数

建　物　火　災

令和５年

車　両　火　災

建物火災１件当たり

令和４年

建物火災
件    数

焼損面積

富５７



9 1 1 1 6

1 1

8 2 1 1 1 2 1

3 1 2

5 1 1 1 2

1 1

1 1

9 2 2 1 2 1 1

8 1 1 2 1 1 2

45 4 3 2 3 5 3 4 0 4 3 6 8

床
面
積
㎡

表
面
積
㎡

死
　
者

負
傷
者

３０年 46 2,654 46 3 6 50 36 98 3.15

令和元年 33 190 49 2 2 22 14 25 2.27

令和２年 43 525 31 0 9 27 17 30 2.99

令和３年 31 1,993 36 0 4 24 14 26 2.18

令和４年 47 248 40.7 1 9 25 14 34 3.38

令和５年 45 529.4 3.1 1 2 31 14 30 3.21

※ 出火率は人口１万人当たりの火災件数。（人口は各年１２月３１日現在）

776,473 25,048

34,748 739

4,228

77,928

21,774

194,485

65729,575

660

1,812

火災の発生状況の推移

損害額

合　計
（千円）

火災１件
あたりの

損害額（千円）

火
災
件
数

り
災
棟
数

り
災
世
帯

り
災
人
員

死傷者
出
火
率

建物焼損面積

火災の原因

8月7月6月5月4月原  因 3月2月1月 12月

合 計

た ば こ

11月10月9月

コ ン ロ

枯 れ 草 焼 き

そ の 他

合計

放 火 （ 疑 い も 含 む ）

電 気 関 係

火 遊 び

ス ト ー ブ

不 明

富５８



月別覚知別火災発生状況
 
覚
知
別
　
　
　
　
　
 
　
 
月
別

火
災
報
知
専
用
電
話
（

加
入
電
話
）

火
災
報
知
専
用
電
話
（

加
入
以
外
）

火
災
報
知
専
用
電
話
（

携
帯
電
話
）

加
入
電
話

(

加
入
電
話
）

加
入
電
話
（

携
帯
電
話
）

事
　
後
　
聞
　
知

そ
　
　
の
　
　
他

合
　
　
　
　
　
計

   合    計 3 2 24 2 0 5 9 45

   １    月 2 1 1 4

   ２    月 2 1 3

   ３    月 2 2

 ４    月 2 1 3

 ５    月 4 1 5

 ６    月 1 2 3

 ７    月 3 1 4

 ８    月 0

 ９    月 2 2 4

 １０  月 2 2 4

 １１  月 1 1 1 2 5

 １２  月 1 3 1 1 2 8
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全
　
 
　
焼

半
　
 
　
焼

部
 

分
 

焼

ぼ
 
 
 

や

　 合　計 45 7 0 6 13 7 1 11 529.4 3.1 29,575

　　０～１ 2 1 1 251 1,106

　　１～２ 5 2 1 2 33.8 407

　　２～３ 0

　　３～４ 1 1 168

　　４～５ 0

　　５～６ 0

　　６～７ 1 1 3

　　７～８ 0

　　８～９ 3 1 1 1 4 846

　　９～１０ 1 1 48 2,964

　１０～１１ 5 1 1 2 1 5 2,695

　１１～１２ 4 1 1 2 162.6 14,151

　１２～１３ 5 1 1 3 2 286

　１３～１４ 4 3 1 1 0.1 705

　１４～１５ 0

　１５～１６ 2 1 1 179

　１６～１７ 3 1 1 1 15 647

　１７～１８ 1 1 340

　１８～１９ 2 2 2,696

　１９～２０ 0

　２０～２１ 2 2 2 1 9

　２１～２２ 1 1 7 117

　２２～２３ 0

２３～0 1 1 2,253

　 不  明 2 2 3

　
焼
損
床
面
積

　
焼
損
表
面
積

時間別火災発生状況

　
損
　
害
　
額

火　　　　　災　　　　　件　　　　　数

建　　物　　火　　災
車
　
両
　
火
　
災

林
　
野
　
火
　
災

そ
の
他
の
火
　
災

合
　
　
　
計

(㎡) (㎡) （千円）

内

訳

時

間

別

(㎡) (㎡) （千円）

内

訳

時

間

別

(㎡) (㎡) （千円）

内

訳

時

間

別

(㎡) (㎡) （千円）

内

訳

時

間

別

富６０



第７編 警　備



警　備　の　概　況

１　消防事故活動の概況

　本年中の管轄市町村の活動件数は794件で、事故種別では支援出場が540件(68％)
で最も多く、次いで警戒警備が111件（14％）となっている。

① 月別活動件数
　月別活動件数は1月の96件が最も多く、次いで11月の80件、10月の75件の順となっ
ている。

② 活動人員及び車両活動台数
　活動人員及び車両活動台数は、支援出場が3,383名1,157台で最も多く、次いで
警戒警備554名180台の順となっている。

２　消防訓練指導の概況

　消防法に基づく防火管理者が行う自衛消防訓練及びそれ以外の消防訓練に60件
立会い、延べ6,217名に通報・消火・避難等の訓練指導を実施した。
  立会いはしていないが、自主訓練として113件、5,905名が通報・消火・避難等の消防
訓練を実施している。

３　通信指令の概況

　消防活動の中枢機関となる通信指令室における令和5年中の119番受信件数は
13,852件を数え、これは月平均1,154件で1日平均37件である。
　携帯電話等からの令和5年中の119番通報は8,678件を数え、全ての119番受
信数の約63％を占めている。

４　消防水利の概況

　消火に不可欠な消防水利は、消火栓(公設）3,070基、防火水槽等467基を設置。
　うち阪神・淡路大震災以後、耐震性防火水槽198基。

５　救助の概況

　令和5年中の救助活動を伴う出動件数は91件で、61名を救出した。事故種別では建

物等による事故が41件（45％）で最も多く発生し、次いでその他の事故が35件（38％）、
交通事故が10件（11％）、火災事故が2件（2％）、水難事故、機械による事故及びガス
酸欠事故が１件（1％）、風水害等自然災害事故及び破裂事故が0件となっている。
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１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

　
月

　
月

　
月

合
計

台
数

人
員

富田林市 13 6 5 9 5 7 7 6 5 10 7 6 86 132 409

太子町 2 1 2 5 15 46

河南町 1 1 2 3 1 2 1 2 3 16 24 72

千早赤阪村 1 1 1 1 4 9 27

富田林市 7 3 2 5 4 4 1 1 7 7 4 8 53 74 216

太子町 1 1 2 1 1 2 1 1 10 11 33

河南町 1 2 1 1 1 3 1 1 11 11 33

千早赤阪村 2 1 1 1 1 1 7 9 27

富田林市 1 1 1 3 4 12

太子町 1 1 7 23

河南町 1 1 1 3

千早赤阪村 0

富田林市 1 2 2 1 2 1 1 1 11 67 189

太子町 1 2 3 18 54

河南町 2 2 9 26

千早赤阪村 1 1 2 6

富田林市 2 1 3 5 9

太子町 2 1 3 6 18

河南町 0

千早赤阪村 1 1 1 3

富田林市 0

太子町 0

河南町 0

千早赤阪村 1 1 5 9

富田林市 1 1 1 1 2 4 5 4 1 1 4 3 28 34 103

太子町 1 1 1 3

河南町 1 1 2 2 6

千早赤阪村 1 1 2 7

富田林市 47 31 43 25 23 25 34 30 26 38 43 33 398 800 2,407

太子町 7 10 2 2 2 3 5 4 4 5 6 5 55 128 379

河南町 11 8 5 1 2 1 6 6 4 4 2 4 54 112 324

千早赤阪村 5 3 2 2 5 2 4 1 2 4 3 33 117 273

富田林市 70 43 53 42 36 42 48 43 39 56 59 51 582 582 3,345

太子町 7 11 3 5 3 8 5 5 8 6 7 10 78 78 556

河南町 13 9 9 2 7 2 6 9 8 9 8 4 86 87 476

千早赤阪村 6 4 2 2 7 5 5 3 4 6 4 48 47 352

・警戒警備　：「火災」としてではなく警戒・調査を目的とし、出場したもの。

・危害排除　：火災、災害等の未然防止で消防隊が活動（作業）を実施したもの。

・事故出場　：火災に至らない事案、火災として取扱わない事案。

・支援出場　：主要道路での救急出場及び救急隊の活動補助を目的とした出場。

消防事故活動状況（月別）

警戒警備

危害排除

支援出場

合計

事故出場

誤虚報

自然災害

応援出場

その他出場

月 別

種 別

１０ １２１１
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実 施 数 参加人員 指導人員

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4 6 239 19

イ

ロ 6 251 18

イ

ロ 12 384 33

ハ 15 1,849 49

ニ 3 470 9

7 9 2,830 30

8 1 20 3

9 イ

10

11

12 イ

13 イ

14

15 5 148 13

イ 3 26 9

ロ

17

60 6,217 183

※ 太子町・河南町・千早赤阪村を含んだものを計上。

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

重 要 文 化 財 等

工 場 ・ 作 業 場

倉 庫

車 両 の 停 車 場 又 は 船 舶 若 し く は 航 空 機 の 発 着 場
( 旅 客 用 に 限 る )

公衆浴場のうち蒸気浴場・熱気浴場等

百貨店・マーケットその他の物品販売業を営む店舗、展示場

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 各 種 学 校

老人デイサービス・保育所等（通所施設のみ）

カラオケボックスその他遊興のための設備

待合・料理店その他これらに類するもの

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

合　　　　　　　　　計

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

病 院 ・ 診 療 所

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ 等

16

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

複 合 用 途 防 火 対 象 物 の う ち そ の 一 部 が
特 定 防 火 対 象 物
イ に 掲 げ る 複 合 防 火 対 象 物 以 外 の
複 合 防 火 対 象 物

2

5
旅 館 ・ ホ テ ル 又 は 宿 泊 所

3

特別養護老人施設・知的障害児施設・重症心身障
害 児 施 設 等 （ 通 所 施 設 除 く ）

6

飲 食 店

消 防 訓 練 指 導 状 況

項 防 火 対 象 物

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 ・ 観 覧 場
1

公 会 堂 ・ 集 会 場
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実 施 数 参 加 人 員

イ

ロ 4 132

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ 4 40

4 22 432

イ

ロ 2 25

イ 3 52

ロ 30 595

ハ 26 2,645

ニ 1 32

7 6 1,775

8 3 46

9 イ

10

11

12 イ 2 47

13 イ

14

15 5 34

イ 5 50

ロ

17

113 5,905

※ 太子町・河南町・千早赤阪村を含んだものを計上。

1
劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 ・ 観 覧 場

公 会 堂 ・ 集 会 場

3
待 合 ・ 料 理 店 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の

飲 食 店

消 防 訓 練 自 主 実 施 状 況

項 防 火 対 象 物

2

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ 等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

カラオケボックスその他遊興のための設備

工 場 ・ 作 業 場

百貨店・マーケットそ の 他の 物品販売業を営む店舗、展示場

5
旅 館 ・ ホ テ ル 又 は 宿 泊 所

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅

6

病 院 ・ 診 療 所

特別養護老人施設・知的障害児施設・重症心身障害
児 施 設 等 （ 通 所 施 設 除 く ）

老人デイサービス・保育所等（通所施設のみ）

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

小 ・ 中 ・ 高 ・ 大 各 種 学 校

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

公 衆 浴 場 の う ち 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

車 両 の 停 車 場 又 は 船 舶 若 し く は 航 空 機 の 発 着 場
( 旅 客 用 に 限 る )

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

重 要 文 化 財 等

合　　　　　　　　　計

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

16

複 合 用 途 防 火 対 象 物 の う ち そ の 一 部 が
特 定 防 火 対 象 物
イ に 掲 げ る 複 合 防 火 対 象 物 以 外 の
複 合 防 火 対 象 物
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富田林市

公　　　設 2,079

私　　　設 91

2,170

公設　100㎥以上 1

公設60㎥～100㎥未満 16(12)

公設40㎥～60㎥未満 168(71)

公設20㎥～40㎥未満 13

私設　100㎥以上 3

私設60㎥～100㎥未満 39(24)

私設40㎥～60㎥未満 94(41)

私設20㎥～40㎥未満 2

井戸 1

プール

池

その他(20㎥未満等) 8

345(148)

12
4,340

　※　（　）は耐震性防火水槽を示す。
　※　あんしん給水栓とは、大阪府営水道送水管に、給水栓が設置されており　　　　　　　　　　
　 　 地震等の災害時に応急給水用及び消火用として使用できるものです。

口　径 富 田 林 市

合　計 2,080

40 1

50 1

75 445

100 751

125
150 545

200 161

250 76

300 56

350 10

400 10

450 6

500 11

600 7

合　　　計

消
火
栓

河南町

392

22

-

合計

366 392

6（6）

32（9）

34（23）

3,070

91

           消 防 水 利 状 況 一 覧 表 

101

1

16(1)

233

太 子 町

1

366

1

合　　　計

防
　
　
火
　
　
水
　
　
槽

3

228（82）

15

2

6（5）

365

太子町 千早赤阪村

4
22

80
79

28

4（4）

874

12
83

12（8）

1

1

2(1)

38（8） 54（27）

110

30（15）

公   設   消   火   栓   数

221

1

97
24

1

3,161

10(1)

467（198）

あんしん給水栓

12（1）

233

6

7（5）11（6）

2

4（4）

233

6

63

7

合 計

3,070

河 南 町

392

2
72
124

165

16
701

6
11

47（32）

124（60）

3

1

-

8

67
8

1,048

千 早 赤 阪 村

16
10
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合計
火　災
事　故

交　通
事　故

水　難
事　故

風水害
等自然
災　害
事　故

機械に
よ　る
事　故

建物等
による
事　故

ガ　ス
酸　欠
事　故

破　裂
事　故

その他
の事故

合 計 171 2 26 1 0 1 50 1 0 90

富 田 林 市 137 2 19 1 0 1 43 1 0 70

太 子 町 12 0 3 0 0 0 3 0 0 6

河 南 町 9 0 3 0 0 0 3 0 0 3

千 早 赤 阪

村
13 0 1 0 0 0 1 0 0 11

救 助 隊 員 457 7 100 4 0 4 128 4 0 190

消 防 隊 員 517 37 138 8 0 5 87 0 0 242

救 急 隊 員 533 6 102 6 0 3 144 3 0 269

消 防 団 員 31 0 0 0 0 0 0 0 0 31

91 2 10 1 0 1 41 1 0 35

631 31 105 18 0 12 248 7 0 250

61 0 10 2 0 1 29 0 0 19

　　　１月 18 0 3 0 0 0 8 0 0 7

　　　２月 16 0 2 0 0 0 7 0 0 7

　　　３月 10 1 1 1 0 0 1 0 0 6

　　　４月 13 0 3 0 0 0 2 0 0 8

　　　５月 7 0 1 0 0 0 1 0 0 5

　　　６月 10 0 2 0 0 0 5 0 0 3

　　　７月 20 0 4 0 0 0 3 0 0 13

　　　８月 19 0 0 0 0 0 7 0 0 12

　　　９月 14 0 4 0 0 0 2 0 0 8

　　１０月 12 0 2 0 0 0 2 0 0 8

　　１１月 16 1 2 0 0 0 3 1 0 9

　　１２月 16 0 2 0 0 1 9 0 0 4

※令和２年まで安否確認による出動の一部を支援出場（「事故活動状況」に入力）として計上していま
　　したが、令和３年１月１日より救助件数（「建物等による事故」「その他の事故」等）に統一したことに
　　より件数の増加があります。

救 出 人 員

月
　
別
　
出
　
動
　
件
　
数

救　助　活　動　状　況

救

助

出

動

件

数
救

助

出

動

人

員

救 助 活 動 件 数

救 助 活 動 人 員

事故種別

区分

富６６



第8編 通信指令



受
　
信
　
内
　
容

合計

１１９番通報　受信件数　　　　　　　　　　　　　　　　　＜令和5年12月31日現在＞

１月 ２月 ３月 ９月 １０月 １１月 １２月

5

合計４月 ５月 ６月 ７月 ８月

4 3 3 0 2

132

667 7,336

3 2 30

14

650

火災 1 3 2 2

救急 658

救助

548

16 11 8 8 5

742656545 525 543 629 599

16 13 11 10

12 15

574

9 11

509

14 17612 15 20 29

37 32 50 53 4132 41

16 8

6 17

警戒 12

その他 67 48 49 27 32

病院案内 153 105 97 122 130 121 194 134

63 84 79 991

通報訓練 29 20 30 16 22 29 13 9

131 114 148 179 1,628

20 37 38 35 298

28 29 16 20 342

誤報・いたずら 79 77 87 77

無言 23 22 30 35 30 42 41 26

113 94 110 89 39

153 151

36 56他市への転送 50 47 38 33 32

問合せ・その他 196 182 140 146 123

46 48433 44 34 35

173 162 177 175 148 1,926

1,248 13,8521,106 1,290 1,267 1,138 1,165 1,1901,284 1,079 1,039 1,002 1,044

固定電話・携帯電話比率
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富田林市

河南町

太子町

千早赤阪村

その他

月合計

病院案内件数　　　　　　　　   　　　　　　  　　

4 32

携帯無線機（５Ｗ）

基地局（１０Ｗ） 1

5 10 4 4

3 3

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

3,778

合計 15 5 20 8 8

車載無線機（１０Ｗ） 2

８月 ９月

51 26 37 30 60

50 20 29 25 25

15

13 8 10

717 8

合
　
　
計

合計

37 51 41 36 40 33

37838 34 32 2831

46 488

1

3

292 255 268378 315 242 308 373 399 301 309 338

１０月 １１月 １２月

13

24 42

11 15112

24815 23 25 49 38

1624 9 11 17 7

千
早
赤
阪
分
署

381 477

23 6 7 16 13 18

無線機配置状況

365

指
令
室

消
防
本
部

本
　
　
署

金
剛
分
署

河
南
分
署

太
子
分
署

1 1 4

3 30

可搬型無線機（１０Ｗ） 1 2

卓上型無線機（１０Ｗ） 1 1

3

10 8 3

1基地局波受信機 1

5,043

※１１９番通報・一般加入電話からの合算

526 376 326 392 479 388 519 402 412
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No. 数量 No. 数量

1 指令装置 11 システム監視装置 １式

(１)指令台 ２台 電源設備

(２)自動出動指定装置 (１)無停電電源装置 １式

　ア　制御処理装置 １式 (２)署所無停電電源装置 ４式

　イ　ディスプレイ ２台 (３)直流電源装置（４８Ｖ） １式

　ウ　メンテナンス装置 １式 13 統合型位置情報通知装置 １式

(３)地図等検索装置 14 消防用高所監視施設 １式

　ア　地図等検索装置 ２台 15 ＦＡＸ１１９受信装置 １式

　イ　地図用ディスプレイ ２台 16 Ｅメール１１９受信装置 １式

(４)長時間録音装置 １台 17 応援要請Eメール送受信装置 １式

(５)非常用指令設備 １台 18 現場映像伝送装置 １式

(６)指令制御装置 １式 19 消防支援情報システム

(７)携帯・ＩＰ受信転送装置 １式 (１)ＯＡサーバ １式

(８)レーザープリンタ １台 (２)端末装置 19台

(９)カラープリンタスキャナ １台 (３)レーザープリンタ 5台

(10)署所端末 (４)スキャナ 2台

　ア　署所端末装置 ４式 (５)ネットワーク機器 １式

　イ　バックアップ用受令機 ３式 (６)各種ソフト １式

(11)支援情報等表示装置 (７)モバイル査察連携機器 １式

　ア　多目的表示装置 ２台 20 情報共有システム １式

　イ　支援情報等ディスプレイ ２台 21 駆込み通報用電話 ４式

　ウ　映像制御装置 １式 22 署所監視カメラ １式

2 指揮台 １式 23 屋外表示盤 １式

3 表示盤 24 ＮＥＴ１１９受信装置 １式

(１)車両運用等表示盤

(２)支援情報等表示盤

(３)多目的情報表示盤

(４)映像制御装置

4 無線統制台 １台

指令電送装置

(１)指令情報送信装置 １式

(２)指令情報出力装置 ５式

6 気象情報収集装置 １式

7 災害状況等自動案内装置 １式

8 順次指令装置 １式

9 音声合成装置 １式

出動車両運用管理装置

(１)管理装置 １式

(２)車両運用端末装置

　　ア　Ⅲ型端末装置 ２９式

　　イ　Ⅲ型可搬型端末装置 ２式

(３)車外設定端末装置 ２９式

10

12

通信指令システム機器一覧

１式

5
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